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連 覇
三戸地区消防団連合観閲式の
中継送水競技で
南部消防団第10分団（正寿寺）が
２連覇を達成しました。
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今月の表紙
　４月29日に開かれた「三
戸地区消防団連合観閲式」で
行われた中継送水競技。出場
した南部消防団第 10分団は
昨年に続く優勝で、２連覇を
達成しました。

写真は昨年の防災訓練の様子。
今年の防災訓練は、８月下旬を予定しています。

いざというときは、
いまかもしれない。

　

地
震
、
雷
、
火
事
、
洪
水―

。

　

自
然
災
害
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿

で
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。

　

町
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
が
町

内
全
域
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
場

合
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て

被
災
状
況
の
把
握
を
は
じ
め
、
避

難
所
の
開
設
や
食
品
の
供
給
、
給

水
の
要
請
、
医
療
品
な
ど
物
品
の

調
達
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
を
寸
断
す
る
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
町
や
消
防
団
な
ど
公
的
機

関
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
自
分
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
意
識
の
も
と
、
日
ご
ろ

か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。

災
害
に
対
す
る
心
構
え
は
で
き
て

い
ま
す
か
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
今
、
こ
の
瞬
間
か
ら

あ
な
た
と
家
族
の
命
を
守
る
行
動

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

平成21年6月号

いざというときは、
いまかもしれない。

タウンニュース

春の叙勲

達者村認証産品

達者村点描

Ｂ&Ｇ体験クルーズ

まちの話題

くらしのカレンダー

タウンインフォメーション

バーデパークだより

としょしつ通信

お知らせ

ブラスの森演奏会

議会だより

名川さくらんぼ狩り

C o n t e n t s

い
ざ
と
い
う
と
き
は
、

い
ま
か
も
し
れ
な
い
。



45 広報なんぶちょう ６月号 広報なんぶちょう ６月号

まず、身を守
る

すばやく火の
始末

避難口を確保

震度 屋内外の状況

０ 人は揺れを感じない。

１
屋内で静かにしている人の中には、揺れを感じる
人がいる。

２ 屋内で静かにしている人の大半が、揺れを感じる。

３ 屋内にいるほとんどの人が揺れを感じる。

４
ほとんどの人が驚く。電灯などのつり下げ物は大
きく揺れる。座りの悪い置物が倒れることがある。

５弱

大半の人が恐怖を覚え、物につかまりたいと思う。
棚の食器類、書棚の本が落ちることがある。固定
していない家具が移動することがあり、不安定な
ものは倒れることがある。

５強

物につかまらないと歩くことが難しい。棚の食器
類や本で、落ちるものが多くなる。固定していな
い家具が倒れることがある。補強されていないブ
ロック塀が崩れることがある。

６弱

立っていることが困難になる。固定していない重
い家具の大半が移動し、倒れるものもある。ドア
が開かなくなることがある。壁のタイルや窓ガラ
スが破損、落下することがある。耐震性の低い木
造建物は、瓦が落下したり建物が傾いたりするこ
とがあるほか、倒れるものもある。

６強

はわないと動くことができない。飛ばされること
もある。固定していない家具のほとんどが移動し、
倒れるものが多くなる。大きな地割れが生じたり、
大規模な地すべりが発生することがある。

７

耐震性の低い建物は、傾くものや倒れるものがさ
らに多くなる。耐震性の高い木造建物でも、まれ
に傾くことがある。耐震性の低い鉄筋コンクリー
ト造の建物では、倒れるものが多くなる。

震度の揺れなどの状況

日本付近のプレート
3

地震発生のしくみ

いざというときは、
いまかもしれない。

昨年７月24日午前零時26分頃に発生
した岩手県沿岸北部を震源とする地
震では、町道が崩壊したり公共施設の
天井が落下したりするなど被害額は
1,720万円に及んだ。写真は崩壊した
麦沢地区の町道。

後
最
大
の
災
害
と
な
っ

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
平
成
7
年
1
月
）
を

は
じ
め
、
毎
年
の
よ
う
に
強
い
地 

震
が
日
本
各
地
で
起
こ
り
、
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
の
住
む
こ
の
地
域
も
、
昭
和 

43
年
5
月
の
十
勝
沖
地
震
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
）
や
平
成
6

年
12
月
の
三
陸
は
る
か
沖
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
5
）
な

ど
、
幾
度
と
な
く
地
震
に
よ
る
被

害
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
地
震
は
な
ぜ
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
。
地
球
の
表
面
は
、

十
数
枚
の
プ
レ
ー
ト
（
巨
大
な
岩

盤
）
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
別
の
方
向
に
年
間
数
㌢
の
速

度
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー

ト
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
と
こ
ろ
で
は
、

伸
び
や
縮
み
な
ど
の
ひ
ず
み
が
生

じ
、
そ
の
ひ
ず
み
が
限
界
に
達
し

た
と
き
に
起
こ
る
動
き
に
よ
っ
て
、

地
震
が
発
生
す
る
の
で
す
。

　

日
本
は
世
界
の
陸
地
の
0
・
3

㌫
に
も
満
た
な
い
国
土
で
す
が
、

世
界
で
発
生
す
る
地
震
の
約
10
㌫

が
日
本
と
そ
の
周
辺
で
発
生
し
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
北
米
プ 

レ
ー
ト
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
ユ 

ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
の
4
枚
の
プ
レ
ー

ト
の
境
界
に
位
置
す
る
日
本
は
、

プ
レ
ー
ト
に
大
き
な
ひ
ず
み
が
蓄

え
ら
れ
る
た
め
に
、
多
く
の
地
震

が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
で
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち
は
、

地
震
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
地
震
に
対
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
、
対
策
を
講
じ
、
正
し
い

心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま

ず
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
タ
ン
ス
や
棚
か
ら

離
れ
、
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
な
ど

に
身
を
か
く
し
、
揺
れ
が
止
む
の

を
待
ち
ま
す
。
座
布
団
が
身
近
に

あ
る
と
き
は
、
頭
部
の
保
護
に
役

立
ち
ま
す
。

　

そ
し
て
、
火
の
始
末
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
使
用
中
の
ガ
ス

器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
す
ば

や
く
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
や
か

ん
や
鍋
な
ど
、
揺
れ
て
い
る
最
中

に
無
理
を
し
て
火
を
消
そ
う
と
す

る
と
や
け
ど
を
し
ま
す
の
で
、
地

震
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
、
揺
れ

が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ
て
火
の
始

末
を
し
ま
す
。
電
気
器
具
は
コ
ン

戦

セ
ン
ト
を
抜
き
、
ガ
ス
器
具
は
元

栓
を
締
め
ま
す
。

　

ド
ア
枠
が
ゆ
が
ま
な
い
う
ち
に

玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
、
出
口

を
確
保
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

た
だ
し
こ
の
と
き
、
慌
て
て
外
へ

飛
び
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
窓

ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
で
ケ
ガ
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
周
囲
の

状
況
を
確
か
め
、
落
ち
着
い
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
に
避
難

場
所
へ
避
難
す
る
と
き
は
、
も
う

一
度
火
元
の
確
認
を
し
て
徒
歩
で

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
品
は

非
常
持
出
袋
な
ど
必
要
品
の
み
と

し
、
屋
根
瓦
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
転
倒
な
ど
に
注
意
し
て
避
難

し
ま
す
。
ま
た
、
が
け
や
川
べ
り

は
、
地
盤
の
ゆ
る
み
で
崩
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

役
場
の
防
災
行
政
無
線
放
送
や
、

消
防
署
、
警
察
署
の
情
報
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
に
注
意
し
て
、
正
し

い
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
の
場
合
、
町
や

消
防
団
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
軽
い
ケ
ガ
な
ど 

の
応
急
救
護
処
置
や
、
建
物
の
倒

壊
ま
た
は
落
下
物
の
下
敷
き
に
な 

っ
た
人
の
救
助
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
協
力
し
合
っ
て
活
動
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
物
が
無
事
で
も
、
家
具
が
転

倒
す
る
と
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
り
命
を
落
と
し
て 

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
震
度

5
の
地
震
で
は
、
タ
ン
ス
な
ど
重

い
家
具
が
倒
れ
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
国
・
日
本
で
は
、

震
度
4
や
5
と
い
っ
た
地
震
は
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
内
で
の
居

住
者
被
害
を
防
ぎ
、
安
全
な
避
難

経
路
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
家

具
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
固
定
す
る

「
転
倒
防
止
」
と
食
器
や
本
な
ど

の
「
落
下
防
止
」
を
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

マグニチュードと震度の違い
　マグニチュードは地震のエネルギーの大きさのことで、
各地域での地震の揺れの大きさは震度といいます。
　マグニチュードが大きくても、震源（地下で最初に地震
波の発生した場所）から遠いほど震度は小さく、逆にマグ
ニチュードが小さくても震源地が近い場合や浅い場合は震
度が大きくなります。

地
震
に

備
え
る
。

グ
ラ
ッ
と
き
た
ら

ま
ず
は
身
の
安
全
を

火
元
を
確
認
し
て
避
難

今
す
ぐ
で
き
る
対
策

海のプレートが陸のプレート
の下に潜り込みます

陸のプレートの先端が引きず
り込まれ、ひずみが生じます

限界に達した陸のプレート先
端が跳ねあがり、地震が発生

阪神・淡路大震災の犠牲者のうち、８割
以上の人が建物や家具の転倒などによる
圧死でした。家具はＬ形金具や突っ張り
棒で、壁や天井などに固定しましょう。
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平均風速 気象予報の用語 人への影響など 災害への警戒

10～15㍍／秒 やや強い風 歩きにくく、傘がさせない。 看板やトタン板が飛び始める。

15～20㍍／秒 強い風 歩けず、転倒する人も出る。 ビニールハウスが壊れ始める。

20～25㍍／秒

非常に強い風

車の運転を続けるのは危険な状態。 鋼製シャッターが壊れ始める。

25～30㍍／秒
立っていられない。樹木が根こそぎ倒れ始め
る。屋外での行動は危険。

ブロック塀が壊れ始める。

1時間雨量 気象予報の用語 人の受けるイメージ 災害への警戒

10～20㍉ やや強い雨
ザーザーと降る。屋内でも雨の音で話し声
がよく聞き取れない。

長く続くときは注意が必要。

20～30㍉ 強い雨
どしゃ降り。傘をさしても濡れてしまう。
車のワイパーを早くしても見づらい。

側溝や下水があふれ、小規模の
がけ崩れが始まる。

30～50㍉ 激しい雨
バケツをひっくり返したように降る。道路
が川のようになる。車で高速走行時、ブレ
ーキがききにくくなる。

山くずれ、がけ崩れが起きやす
くなり、危険地帯では避難の準
備が必要。

50～80㍉ 非常に激しい雨
滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）。傘は、
まったく役に立たなくなる。車の運転は危険。

土石流が起こりやすく、多くの
災害が発生する。

降雨量に注意

土砂災害の兆候
を見逃すな

早めの避難

平成18 年 10月の大雨により崩落した町道

長雨や大雨、または地震が発生した場合で、次のような前ぶれを確認したときは早めに安全な
場所へ避難し、役場へ通報してください。

いざというときは、
いまかもしれない。

風
な
ど
の
強
い
雨
と
風

は
毎
年
、
日
本
各
地
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
馬
淵
川
も

大
雨
に
よ
っ
て
は
ん
ら
ん
し
、
住

家
や
田
畑
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年

10
月
、
発
達
し
た
低
気
圧
が
三
陸

沖
を
北
上
し
た
影
響
に
よ
る
大
雨

と
強
風
で
は
1
0
0
人
を
超
え

る
避
難
者
を
出
し
、
田
畑
の
冠
水

や
道
路
の
崩
壊
な
ど
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

1
時
間
の
雨
量
が
20
㍉
ま
た

は
降
り
始
め
か
ら
1
0
0
㍉
以
上

の
降
雨
量
に
な
っ
た
ら
、
土
砂
災

害
に
注
意
が
必
要
。
立
ち
木
の
裂

け
る
音
や
、
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
流

れ
る
音
な
ど
、
土
砂
災
害
の
兆
候

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

狭
い
地
域
に
短
時
間
で
多
量
の

雨
が
降
る
集
中
豪
雨
は
、
気
象
の

変
化
に
よ
っ
て
突
発
的
に
降
る
た

め
予
測
が
難
し
く
、
河
川
の
は
ん

ら
ん
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大

き
な
被
害
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 台

土
石
流

が
け
崩
れ

地
す
べ
り

　山腹の斜面から崩れた土や石、谷底
にたまっていた砂利が、大雨や雪解け
などの水と一緒になって一気に流れ出
てくる現象です。
　前兆は「山鳴りや立ち木の裂ける音
が聞こえる」「石のぶつかり合う音が聞
こえる」「雨が降り続いているのに、川
の水位が下がる」「川の水が急に濁った
り、流木が流れてくる」など。

　急な斜面が、しみ込んだ雨水や地震
により突然崩れ落ちる現象です。突然
発生しスピードも速いので、家の周囲
の状況に注意し、危ないと感じたらで
きるだけ早く避難します。
　前兆は「がけから水が吹き出す」「が
けからの水が濁る」「がけに亀裂が入る」
「小石がパラパラと落ちてくる」など。

　すべりやすい地層に雨水などがし
み込み、地面が大きなかたまりのまま、
下に向かってズルズル動き出す現象
です。最初は一日数㍉とゆっくりです
が、突然スピードを増すことがありま
す。
　前兆は「山腹や地面にひび割れが
できる」「沢や井戸の水が濁る」「建
物や電柱が傾く」など。

風水害に
備える。

これが土砂災害

【風の強さと吹き方】

【１時間の雨量と降り方】

　町は平成 19 年に「洪水ハザードマップ」を作成し、全
世帯へ配布しました。
　このマップは、大雨によって河川がはんらんした場合に備
え、町民の皆さんが自主的に避難できるよう、被害の想定区
域や浸水の深さ、土石流・がけ崩れ・地すべりの各危険箇
所を示したものです。
　また、避難場所も掲載していますので、万一に備えて、避
難所へのルートに危険箇所がないかを確認しておくこと
も大切です。
　同マップは、町ホームページで閲覧できるほか、総務課（本
庁舎）または名川・南部分庁舎各窓口で配布しています。

【南部町ハザードマップ】

　「青森県防災ホームページ」では、県内および岩
手県北の河川の雨量や水位などを確認することがで
きます。
　大雨が降ったときは、町の河川の状況だけでなく、
上流である岩手県北でどの程度の雨が降っているの
かを把握し、町への影響を想定することも大切です。

【青森県防災ホームページ】
http://www.bousai.pref.aomori.jp/
トップページ ＞ 調査・観測情報 ＞ 河川情報 で、測定
所の雨量や水位、河川断面図を確認することができます

【青森県防災ホームページ】
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まずは知らせ
る

消火より命が
優先

煙を吸わずに
避難する

Interview

今年５月に設立。町で一番新しく組織
された自主防災組織

昨年の防災訓練で消火訓練を体験する自主防災組織の参加者

いざというときは、
いまかもしれない。

防
庁
が
ま
と
め
た
「
平

成
20
年
度
版
消
防
白

書
」
に
よ
る
と
、
平
成

19
年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
出 

火
件
数
は
5
万
4
千
5
8
2
件
で
、

前
年
に
比
べ
て
1
千
3
0
6
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死

者
数
は
前
年
に
比
べ
て
62
人
減

少
し
た
2
千
5
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
9
年

以
降
11
年
連
続

し
て
2
千
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
毎
年
、

10
件
を
超
え
る

火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
火
災
が

発
生
し
た
場
合
や

火
災
を
発
見
し
た

場
合
は
、
ま
ず
大

声
を
出
し
て
周
囲

に
援
助
を
求
め
ま

し
ょ
う
。
驚
き
の

あ
ま
り
声
が
出
な

い
と
き
は
、
鍋
や
や
か
ん
を
叩
い

て
異
変
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。

　

1
1
9
番
通
報
は
、
災
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
第
一
歩
。
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
、
係
員
の
問
い

か
け
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
を
用
意
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
初
期
消

火
が
で
き
る
の
は
、
火
災
発
生
か

ら
約
3
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
が
無
い
場
合
で
も
、
座
布

団
で
火
を
叩
い
た
り
、
毛
布
で
覆

う
な
ど
、
身
近
な
も
の
も
消
火
に

活
用
で
き
ま
す
。

　

天
井
に
火
が
届
く
と
、
自
力
で

の
消
火
は
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、

急
い
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避

難
す
る
と
き
は
、
燃
え
て
い
る
部

屋
の
窓
や
ド
ア
を
閉
め
て
空
気
を

遮
断
し
、
延
焼
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

火
事
で
一
番
怖
い
の
は
煙
で
す
。

煙
は
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
毒

ガ
ス
を
含
ん
で
お
り
、
吸
い
込
む

と
窒
息
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
平
成
19
年

中
の
火
災
に
よ
る
死
者
2
千
5
人

の
う
ち
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
・
窒

息
が
原
因
に
よ
る
死
者
数
は
6

 
0
 

2
人
。
や
け
ど
が
原
因
に
よ
る
死 

者
数
6
5
0
人
に
次
い
で
多
い
死 

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

煙
の
中
を
逃
げ
る
と
き
は
、
タ

オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
ふ
さ
ぎ
、

で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
し
て
く

だ
さ
い
。

消

❶安全栓を引き　
　抜く。

❷ホースをはずし 
　火元に向ける。

❸レバーを強くに
　ぎる。数㍍手前
　から、炎を覆う
　ように消火しよ
　う。

　火事のときは「慌てず正確に通報す
ること」が、被害を少なくして人命や
財産を守る決め手になります。119 番
通報は、落ち着いて、はっきりと話し
てください。

①何が燃えているのか
②住所は
③近くの目標となる建物は
④何階建ての、どの部分が燃えている
　のか
⑤逃げ遅れた人、ケガ人はいるか
⑥通報している電話の番号、通報者本
　人の名前

　住宅火災で亡くなった人のうち、６
～７割は「逃げ遅れ」が原因で命を落
としています。
　この背景を受けて平成16年に消防法
が改正され、普段、寝室に使用する部
屋などに住宅用火災警報器の設置が義
務づけられました。
　住宅用火災警報器は、煙を感知して
知らせる「煙式」と、熱を感知して知
らせる「熱式」があります。まだ設置
していない人は、適切な住宅用火災警
報器を選び、大切な命を守りましょう。

災
体
制
の
強
化
は
、
公

的
な
防
災
機
関
に
よ
る

体
制
整
備
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
地
域
住
民
が
連
携
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

6
千
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域

住
民
が
協
力
し
合
っ
て
初
期
消
火

を
行
い
、
延
焼
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
の
60
㌫
が
「
家
族
・
友

人
・
隣
人
」
に
救
出
さ
れ
て
お
り
、

救
急
隊
に
救
助
さ
れ
た
の
は
わ
ず

か
1

・

7
㌫
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
自
主

的
な
防
災
組
織
の
重
要
性
・
必
要

性
が
認
め
ら
れ
、
平
成
7
年
4
月

で
組
織
率
43
・
8
㌫
だ
っ
た
全
国

の
自
主
防
災
組
織
率
は
、
平
成
20

年
4
月
で
71
・
7
㌫
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

青
森
県
で
は
、
40
市
町
村
の
う

ち
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い

る
市
町
村
は
37
。
し
か
し
、
組
織

率
は
25
・
6
㌫
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
沖
縄
県
（
5

・

9
㌫
）

の
次
に
低
い
組
織
率
で
す
。

　

南
部
町
の
自
主
防
災
組
織
は
、 

今
年
5
月
1
日
現
在
で
13
。
組
織 

を
構
成
す
る
世
帯
数
合
計
（
1
千 

8
4
1
世
帯
）
を
、
5
月
1
日
現

在
の
町
全
体
の
世
帯
数
（
7
千
４ 

6
7
世
帯
）
で
割
っ
た
組
織
率
は

24
・
7
㌫
と
、
青
森
県
の
組
織
率

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、

建
物
の
倒
壊
や
道
路
の
寸
断
、
二

次
災
害
と
し
て
発
生
す
る
火
災
な

ど
に
よ
り
、
公
的
機
関
の
防
火
活

動
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
、
地
域
住
民

が
組
織
的
に
活
動
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
地
域
社
会

を
つ
く
る
に
は
、
町
民
一
人
一
人

が
日
ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
の
意
識

を
持
っ
て
地
域
の
安
全
を
考
え
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
的
確

防

な
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

町
や
消
防
団
な
ど
の
公
的
機
関

が
救
助
・
支
援
す
る
「
公
助
」
よ

り
も
、
自
ら
が
自
ら
を
守
る
「
自

助
」、
そ
し
て
地
域
住
民
が
お
互
い

に
協
力
・
救
助
し
あ
う
「
共
助
」

が
大
切
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
自
主
防
災
組
織

を
設
立
し
、
万
一
へ
備
え
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

自主防災組織の構成例
情　報　班

消　火　班

避難誘導班

救出救護班

給食給水班

副
会
長

会　

長

　地域に暮らす一人暮らしの高齢
者のためにも、災害時だけでなく日
ごろから地域のつながりを大切に
していかなければという思いで組
織しました。
　組織名は「地域の絆」を大切に活
動していきたいという思いを込めて
「絆の会」と名付けています。

新開地町内自主防災絆の会
会長　陣

じん

 馬
ば

 正
まさ

 人
と

 さん

火災に
備える。

住宅用火災警報器 落ち着いて119番通報 消火器の使い方

 公助から
　 自助
そして 共助へ

火
事
で
怖
い
の
は
煙

青
森
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
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いざというときは、
いまかもしれない。

気道を確保したまま額に当てた手の親指と人
差し指で鼻をつまみ、空気が漏れないように
息を1秒かけて吹き込みます。いったん口を
離し、もう一回吹き込みます。

両手を重ね、胸の真ん中を1分間に100 回の
テンポで30 回連続で圧迫し、全身に血液を
送ります。救急隊が到着するまで❸と❹を繰
り返します。

気道を確保することで、のどの奥が広がった
ことが分かります。

耳もとで呼びかけながら肩をたたきます。反
応がなければ大声で助けを呼び、１１９番通
報とＡＥＤ（自動体外式除細動器）の手配を
依頼します。

片手を額に、もう一方の手の人差し指と中指
の2 本をあご先に当てて頭を後ろにのけぞ
らせ、あご先を上げます。そして正常な呼吸
をしているかどうかを確認します。

圧迫するのは写真上の部分。余計なところを圧
迫しないよう、反対側の手で指を持ち上げる
のがコツ。

衣服を取り除き、右前胸部と左側胸部に電極
パッドを貼ります。貼り付けるときも、他の人
が胸骨圧迫を継続してください。

心電図の解析が始まるので、誰も触れないよう両手を広げ
て注意を促します。電気ショックの必要があれば指示に従
ってＡＥＤのボタンを押し、その後は❸❹❻を繰り返し
ます。

心肺蘇生の途中でＡＥＤが届
いたら、使用準備を始めます。
ＡＥＤの電源を入れると、音
声メッセージとランプで手順
を指示してくれますので、落ち
着いて従ってください。

【１次持ち出し品】
災害発生時の避難時に持ち出すもの。

①非常食品（かんぱんや缶詰など火を通さなくても

食べられるものや飲料水、赤ちゃんのいる家庭では

粉ミルク）　②懐中電灯　③ラジオ　④応急医療品

⑤現金　⑥通帳・印鑑　⑦免許証・保険証　⑧衣類

⑨懐中電灯やラジオなどの予備電池　など

【２次持ち出し品】
災害復旧までの数日間、自活するためのもの。最低３日分は

用意したい。

①食品（そのまま食べられるか、簡単な調理で食べられるも

の）　②水（１人１日３㍑を目安に）　③燃料（卓上コンロ、ガス

ボンベ）　④洗面用具　⑤衣類 　⑥ビニール袋、 ラップ、

アルミホイル　など

　避難するときに持ち出す最小限の必需品
を入れておく非常持出袋。重さは男性最大
15㌔、女性10 ㌔が目安。
　非常食には保存期間があるので、定期的
な点検も忘れずに。

　NTT 東日本は「災害用伝言ダイヤル 171」サービスを提供
しています。大規模な災害が発生した場合、全国から被災地に安
否確認の電話が集中し、つながりにくくなるときに提供が開始さ
れる声の伝言板です。

【利用の仕方】

伝言を録音 伝言を再生

被災地の人は自宅の電話番号、被災地以外の人は連絡を取りた
い被災地の人の電話番号を市外局番から入力

伝言を吹き込む 伝言を聞く

1

7 11

2

　携帯電話には、大規模災害が発
生したときにトップ画面へ「災害
用伝言板」が開設されます。
　この伝言板では「無事です」「被
害があります」「自宅にいます」「避
難所にいます」の4項目の中か
ら1つを選択し登録。遠く離れ
た家族は、登録した情報を、携帯
電話などで確認をすることがで
きます。
　毎月1日には体験サービスが実
施されるので、実際に体験する
ことも可能です。

覚えておこう。
準備しよう。

きっと役立つ

心臓や呼吸が突然止まった人の命は
心肺蘇生で救うことができる。

救急車が到着するまで、わたしたちにできること
防災の必需品、それが「非常持出袋」。
非常時に備えて家族全員分の用意を。

いざというとき、すぐ手の届くところへ

災害伝言ダイヤル 1 7 1
電話で確認、家族の安否

災害用伝言板サービス
電話で確認、家族の安否

❶  反応の確認 ❷  気道の確保

❸  人口呼吸 ❹  胸骨圧迫

❺  AEDの準備 ❻  心電図と電気ショック
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華やかに練り歩く稚児行列

バースデーケーキを前に、万歳をする松村トメさん

開会のあいさつを述べる工藤町長

雨にも負けず力走する選手

工藤町長から認定証を受け取る松本さん ( 左 )

委員一人一人に委嘱状が手渡されました

　第 25 回うぐいすマラソン大会が 4 月 26 日
に開かれ、県内外からの出場選手約400人が、
冷たい雨を吹き飛ばす力走で健脚を競いまし
た。開会式では、大会長を務める工藤町長
が「自己ベストを目指して頑張ってください」
とあいさつ。続いて、名川中学校 3 年の西塚
貴幸くんが「最後まで精一杯走りぬくことを
誓います」と力強く宣誓しました。
　当日は、あいにくの雨模様でしたが、3 ㌔、
10 ㌔などの距離別や男女別など 13 部門に分
かれた選手は号砲の合図とともに飛び出し、
沿道の声援を受けながら懸命にゴールを目指
していました。

春まつり

愛らしい稚児行列
南部町春まつり

敬老祝金 建設委員会

松村トメさんに祝金が贈られる
おめでとう100 歳

医療健康センター(仮称)建設委員会
安心して受けられる医療のために

　松村トメさん（片岸）が 4月 16日に 100 歳の
誕生日を迎えられ、町から敬老祝金と記念品が
贈られました。
　若いときからじっとしているのが嫌いで、畑
仕事など常に体を動かしていたというトメさん
は、苫米地に暮らす娘さんのところへ 1日に 3
回も歩いて通ったこともあるほど元気なおばあ 
さん。規則正しい生活で、食事は野菜を多く、
時間をかけて食べているそうです。
　100 回目の誕生日に「うれしいです」と話す
トメさん。「これからも長生きしてくださいね」
と記念品を手渡した赤石副町長に「はい」と答
え、長寿を約束していました。

マラソン大会

雨のなか400人が力走
うぐいすマラソン大会

食育推進 認定証

健康で快適な食生活の向上を
食育推進協議会が行われる

　名川病院の老朽化に伴う「南部町医療健康セ
ンター（仮称）建設委員会委嘱状交付及び組織会」
が５月 13 日、名川分庁舎で開かれました。
　同センターは、町が目指す保健・医療・福祉
サービスを一体的に提供する包括ケアシステム
の拠点となる建物で、委員会のメンバーは、議
会議員の代表や国保運営協議会の代表、民生委
員児童委員の代表など 17 人。委嘱状を手渡した
工藤町長は「住民が安心して医療を受けられる
体制づくりを、委員の皆さんのご意見を伺いな
がら進めていきたい」とあいさつを述べました。
　その後、委員の互選によって、委員長に町議
会の小笠原義弘議長、副委員長に町民代表の中
舘文雄さん（鳥谷）が選出されました。委員会
では今後、センターの候補地や規模、運営方法
などについて協議していくことにしています。

　南部町春まつりが 5 月 3・4 日、法光寺境
内を主会場に開かれました。
　まつりイベントのトップを切って 3日朝には
稚児入山行列が行われ、ピンクや緑の着物を
身にまとった約 45 人の園児が、ながわ農業
観光案内所から法光寺境内までのおよそ 600
㍍を練り歩きました。
　開会式で、南部町観光協会の東

ひがし

寿
とし

一
いち

会長が 
「2 日間とも時間の許す限りゆっくり楽しんで
ください」とあいさつ。特設ステージで披露さ
れる南部町郷土芸能保存会の歌や踊り、名農豊
穣太鼓、小西礼子ショーなどが会場を沸かせ、
連日賑わいをみせていました。

南部町初の認定証を交付
消防団協力事業所表示制度

　第 1回南部町食育推進協議会が 5月 15 日に行
われ、委員 21人に工藤町長から委嘱状が交付さ
れました。
　この協議会は、今年 3月に町が策定した「南部
町食育推進計画」に基づき、町民のよりよい食生
活を形成する食育を推進しようと、農産物直売施
設を運営する団体や食生活改善推進員らで組織さ
れたものです。
　会議では、委員の互選によって、会長に達者村
農業観光振興会の小沢田晃会長、副会長に食生
活改善推進員会の中村てい副会長と南部七草会の
佐々木幸雄会長が選出されました。
　協議会は今後、計画に掲げた食育推進目標達成
のため、さまざまな取り組みを実施するほか、食
育に関する重点事項を審議することにしています。

　南部町初となる「消防団協力事業所表示制度
に基づく認定証」が4月28日、（株）松本工務店に
交付されました。
　この制度は、従業員の消防団活動に配慮する
など、消防団活動へ積極的に協力していると町
が認める事業所に対して認定証などを交付する
ものです。同工務店の松本保

やす

築
ちく

代表取締役は「お
世話になっている地域のため、町民の命や財産
を守るお役に立てれば」と申請の理由を話し、
消防団員の従業員も「活動の励みになります」
と喜んでいる様子。
　工藤町長は「有事の際は被害を最小限に食い
止められるようお願いします」と述べ、認定証
を手渡していました。

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ　タウンニュース 町のニュースをお知らせします
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瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

工  

藤  

和  

夫  

さ
ん
（
下
名
久
井
）

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

佐
々
木  

春  

美  

さ
ん
（
埖
渡
）

笑顔で喜ぶ琴けい子さん

　工藤和夫さんは、旧名川町職員として勤務後、昭和 63
年に収入役へ就任。３期12年の間、豊かな経験を生かし
て町政発展に多大な貢献をしました。
　また、平成15年には同町会議員に初当選。町村合併の
特例任期となる平成19 年９月末まで、高い政治信念を持
って地方自治に尽力するなど、長い間、地域住民の福祉向
上や、各産業の振興など地域社会の発展に貢献した功績
が認められたものです。
　工藤さんは「このたびの受章は、支えていただいた皆さ
んのおかげ。とても感謝しています」と話していました。

　佐々木春美さんは、昭和32年に旧福地村消防団へ入団。
平成８年までの長い間、村民の生命・身体・財産の保護に
努めました。
　昭和 59年には同消防団副団長に就任。火災や大雨災害
などの出動時には、果敢な行動と的確な指示により被害を
最小限に食い止めてきたほか、団員の育成に努めるなど消
防行政に貢献した功績が認められたものです。
　佐々木さんは「受章の知らせを聞いたときは、何かの間違
いじゃないかと信じられませんでした。わたしにとって身に
あまる受章です」と、うれしさをのぞかせていました。

　

剣
吉
出
身
の
歌
手
・
琴

け
い
子
さ
ん
が
４
月
18
日
、

東ひ
が
し
く
に
の
み
や

久
邇
宮
記
念
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
知
的
財
産
の
保

護
促
進
や
善
事
に
尽
く
し
た

人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
大
衆

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、

琴
さ
ん
が
デ
ビ
ュ

ー
以
来
29
年
間
続

け
て
い
る
全
国
の

刑
務
所
慰
問
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

慰
問
で
は
、
更

正
の
道
を
歌
っ
た
曲
「
の
ぞ

み
」
が
受
刑
者
の
心
に
染
み

込
む
よ
う
だ
と
話
す
琴
さ
ん

は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

忘
れ
ず
、
演
歌
の
道
を
ま
い

進
し
た
い
」
と
今
後
の
決
意

を
語
っ
て
い
ま
す
。

法務省人権擁護局長表彰を受賞した澁田さん（右）

　

平
成
21
年
度
八
戸
人
権
擁 

護
委
員
協
議
会
定
時
総
会
が

５
月
19
日
に
行
わ
れ
、
人
権 

擁
護
委
員
と
し
て
の
貢
献
を
認

め
ら
れ
た
人
た
ち
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
当
町
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

▼
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表

　

彰

　

澁し
ぶ

田た

三み
つ

孝た
か

（
福
田
）

▼
仙
台
法
務
局
長
表
彰

　

工
藤
俊
美
（
門
前
）

　

橋
本
と
も
子
（
相
内
）

▼
青
森
地
方
法
務
局
長
表
彰

　

高
橋
裕
（
高
橋
）

　

石
塚
和
子
（
埖
渡
）

長谷森林公園から見える色とりどりの
花々、遠くに見える山並みなど、時を忘
れる美しさに心が癒されます。　（大向）

四季折々にさまざまな表情を見せてくれ
る名久井岳。刻一刻と変化する絶景に心
が落ち着きます。　　　　　（上名久井）

新幹線を間近で見下ろすことができる数
少ないスポット。未知の世界へいざなわ
れるような風景が広がります。（法師岡）

　

達
者
村
認
証
産
品
は
、
達
者

（
安
全
・
安
心
・
健
康
）
を
キ 

ー
ワ
ー
ド
に
、
達
者
村
（
南
部

町
）
自
慢
の
特
産
品
と
し
て
町

内
外
の
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も

の
で
、
お
菓
子
や
農
産
加
工
品
、

手
工
芸
品
な
ど
、
現
在
73
品
目

が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
広
く
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
認
証
産
品
を
連
載

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ア
ト
リ
エ
「
ラ
ソ
ワ
」
の
工
芸

品
と
、
大
向
美
代
さ
ん
（
鳥
舌

内
）
の
農
産
加
工
品
で
す
。

切り出した青森ひばに、達者
村の四季の絵柄を焼き付けた
コースターです。　

（525円／１個）

南部町の里山で育った妙丹柿
を、自然の風にあてて乾燥さ
せた干柿です。

（270円／１個）

達者村認証産品をカラーで紹介
したパンフレットがあります。
必要な人は、町ホームページか
らＰＤＦファイルをダウンロー
ドするか、農村交流推進課（名
川分庁舎）までご連絡ください。【主な販売所】チェリーセンター

【問合せ先】☎0178・76・3141

　香りの良い青森ひばを
使用しています。

田
た

 中
なか

 滋
しげ

 子
こ

 さん

アトリエ  la soie（ラソワ） 

　柿本来のうまみと香り、
成分を凝縮しました。ぜひ
一度ご賞味ください。

大
おお

 向
むかい

 美
み

 代
よ

 さん

【主な販売所】チェリウス、チェリ
ーセンター
【問合せ先】☎ 0178・76・3106

春の叙勲　４月 29 日付けで政府が発表した 2009 年春の叙勲で、工藤和夫さん（下
名久井）が瑞宝双光章、佐々木春美さん（埖渡）が瑞宝単光章をそれぞれ
受章しました。

剣吉出身の琴けい子さん 東
ひがしくにのみや

久邇宮記念賞 局長表彰澁田さんら 5人の人権擁護委員

長谷森林公園から見た
南部町

青森ひばコースター

達者村
認証産品

達者をキーワードに
認証された自慢の特産品

No.29

　町内には豊かな自然が織り成す風景や町並み、田園風景など、心癒され
る美しい景観ポイントが数多くあります。このうち、眺めることにより心
が癒され、達者（健康）になれるような優れた景観ポイント100カ所を「達
者村百景」として選定しています。
　皆さまに広く周知し、町民の共有財産として内外に広く発信し、守り、
はぐくんでいくために、連載で紹介しています。

27

心癒される景観百選

にこにこ柿

チェリウス駐車場から見た
名久井岳

法師岡地区の橋から見た
東北新幹線の線路
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工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

南部町役場農業集落排水接続工事 苫米地地区 工藤建設工業 ( 株 ) 2,572,500 自：21 年４月 24 日
至：21 年５月 31 日

長谷ぼたん園第１駐車場整備修繕工事 大向地区 ( 有 ) ピィース工業 2,016,000 自：21 年４月 24 日
至：21 年５月 22 日

町道路面穴埋工事 町内各地区 ( 有 ) 夏善工業 1,134,000 自：21 年４月 24 日
至：21 年５月 30 日

南部地区側溝改修工事 南部地区 ( 有 ) まべち興業 1,575,000 自：21 年４月 24 日
至：21 年５月 30 日

作和・市ノ渡線道路維持工事 鳥舌内地区 ( 有 ) 北向建設 2,310,000 自：21 年４月 24 日
至：21 年６月 10 日

福田小学校下水道接続工事 福田地区 工藤建設工業 ( 株 ) 1,354,500 自：21 年４月 24 日
至：21 年６月 10 日

南部町立向小学校屋内運動場耐震改修工事 大向地区 ( 株 ) 四戸興業 52,500,000 自：21 年４月 27 日
至：21 年10月 31 日

福寿館下水道接続工事 福田地区 工藤建設工業 ( 株 ) 4,053,000 自：21 年４月 24 日
至：21 年６月 10 日

公共工事契約状況（４月 21 日入札分） ■問合せ先　財政課　☎ 0178・84・2111

苗
の
説
明
を
す
る
夏
堀
さ
ん
（
左
下
）

園地を確認し栽培計画を立てる利用者

楽しみながらリンゴの摘花作業に汗を流す1年生

沿道に咲く果樹の花や風景を楽しみながら散策する参加者

収
穫
の
喜
び
を
共
有

一
致
団
結
を
図
る
25
人

気
づ
け
ば
達
者
村
の
フ
ァ
ン

　4月 25日、町内外から約 100 人が参加して「果樹
の花見散策ウォーク」が開かれました。

　開会式では、達者村農業観光振興会の小沢田晃会
長が「見ごろを迎えたさまざまな果樹の花を見なが
ら、散策を楽しんでください」とあいさつ。梅やプラ
ムなどの花をバックに記念撮影をしながら、参加者は
ウォーキングを楽しみました。
　昼食会場の蹴揚観光梨園では、果樹の花見オープニ
ングセレモニーも行われ、工藤町長が「今日見た花が
秋にはおいしい実になりますので、また訪れてくださ
い」と歓迎のことばを述べました。
　昼食として振る舞われた手巻き寿司やせんべい汁、
手打ちそばは大好評で、参加者は散策の疲れを吹き飛
ばした様子。心配された雨も降ることなく、参加者は
約 6㌔のコースに心地よい汗を流し、満足感いっぱ
いでゴールしていました。

　バーデハウスふくちの隣りにある「ふくちふれ
あい体験農園」の開園式が、４月19日に行われま
した。この農園は、野菜や花づくりを通じて農業
への理解を深めてもらおうと町が開設しているも
ので、今年度は町内外から約30人の利用申し込み
がありました。
　開園式では、達者村 “ずっぱど” 農園の農作業
アドバイザーを務める夏堀善

よし

信
のぶ

さん（苫米地）が、
枝豆やトマト、トウモロコシの栽培についてアド
バイス。利用者はメモをとるなど、興味深く聞き
入っていました。
　その後、抽選で決定した園地を確認しながら利
用者は「今年もおいしい野菜をつくりたい」「つく
った野菜を食べるのが今から楽しみ」など、収穫
に思いを馳せていました。

　達者村農業観光振興会（小沢田晃会長）と名久
井農業高等学校（斗沢一雄校長）は毎年、新入生
を対象に「農作業体験支援活動」を行っており、
５月11日に１年生70人が、17 戸の受け入れ農
家での農作業を体験しました。
　開会式では小沢田会長が「農家の話を聞いて活
動を楽しんでください」、斗沢校長が「多くのこと
を学ぶ大切な一日にしてください」と、それぞれ
あいさつ。１年生は、枝豆の苗植えやリンゴの摘
花などの作業に「やったことのない作業は不安で
したが、楽しみながら体験できた」と汗を流しな
がら話していました。

　

達
者
村
“ず
っ
ぱ
ど
”
農
園
は
、

農
作
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導
の
も

と
、
会
員
同
士
が
協
力
し
て
一
つ
の

畑
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
を
共
同

栽
培
し
、
正
し
い
農
業
知
識
を
身
に 

つ
け
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
共
有

す
る
「
指
導
者
付
き
共
同
管
理

ほ
場
」
で
す
。バ
ー
デ
パ
ー
ク
に
隣
接

し
た
約
20
㌃
の
ほ
場
で
は
、
ジ
ャ 

ガ
イ
モ
、
大
根
、
ニ
ン
ニ
ク
、
白
菜

な
ど
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
日
は
毎
週
水
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で
で
、
開
園
期
間

は
11
月
ま
で
の
約
半
年
間
。
当
日

の
作
業
や
収
穫
物
の
分
配
は
、
参
加

し
た
会
員
同
士
の
協
議
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
指
導
に
よ
り
決
め
ら
れ

ま
す
。
他
に
も
、
農
作
物
の
作
業

状
況
や
収
穫
に
合
わ
せ
た
収
穫
感

謝
祭
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
、
会

員
が
企
画
・
実
施
し
ま
す
。

　

4
月
22
日
に
開
園
し
た
達
者
村 

“ず
っ
ぱ
ど
”
農
園
（
第
2
期
）

は
、
昨
年
度
を
上
回
る
25
人
が
参

加
。
開
園
に
あ
た
っ
て
開
か
れ
た

結
団
式
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
農
作
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

る
夏
堀
善よ

し

信の
ぶ

氏
（
苫
米
地
）
の
紹

介
や
会
員
の
自
己
紹
介
を
行
い
、

今
後
の
作
業
な
ど
に
向
け
た
一
致

団
結
を
図
り
ま
し
た
。

　

農
業
経
験
者
向
き
で
あ
る
市
民

農
園
は
、
当
町
で
も
「
ふ
れ
あ
い
体

験
農
園
」
を
開
設
し
て
お
り
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
初
心
者
が
農
作
物

を
栽
培
す
る
と
な
る
と
、
植
え
付
け

時
期
や
病
気
の
対
処
法
な
ど
専
門

的
な
知
識
を
要
す
る
た
め
、
植
え
た

作
物
を
収
穫
で
き
ず
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
々
見
受
け
ら

れ
る
と
と
も
に
「
退
職
後
に
農
業

を
始
め
た
い
け
ど
敷
居
が
高
い
」

「
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
が
、
う

ま
く
出
来
な
い
」
な
ど
の
声
も
耳

に
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
が
、

農
作
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
に

親
し
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
農
業

に
対
す
る
理
解
促
進
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
は
も
と
よ
り
、
半
数
以
上
を

占
め
る
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
、
友ゆ

〜
っ
く
り
、
遊ゆ

〜
っ
た
り
農
業
体
験

を
し
な
が
ら
、
移
り
ゆ
く
達
者
村
の 

四
季
を
見
て
、
感
じ
て
、
味
わ
う
こ

と
で
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
達
者
村
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
疑

う
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

文
・
佐
々
木
進

　今回は、４月 22 日に開園した「達者村 “ずっぱど”農園」
結団式の様子を、達者村づくり委員会企画・宣伝部会の
佐々木進部会長（上名久井）から、今後の抱負も含めて
報告していただきます。

描の３

さまざまな出来事をお伝えします 美しい花、おいしい郷土料理、さわやかな汗 果樹の花見散策ウォーク

収穫の喜びに思いを馳せる

ふくちふれあい体験農園開園式
農業を学び充実した一日

春季農作業体験支援活動
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プライバシー保護
のため、インター
ネットへの写真掲
載は省略します。

プライバシー保護
のため、インター
ネットへの写真掲
載は省略します。

プライバシー保護
のため、インター
ネットへの写真掲
載は省略します。

プライバシー保護
のため、インター
ネットへの写真掲
載は省略します。

プライバシー保護
のため、インター
ネットへの写真掲
載は省略します。

　

三
月
二
十
六
日
か
ら
三 

十
一
日
ま
で
、
Ｂ
＆
Ｇ
体

験
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
ま

し
た
。
み
ん
な
と
仲
良
く

な
っ
て
、
と
て
も
楽
し
く

過
ご
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
特
に
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
が
ク
ジ
ラ

観
察
で
す
。
ク
ジ
ラ
観
察

は
、
4
日
目
に
小
笠
原
諸

島
へ
着
い
て
か
ら
、
望
遠

鏡
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、

小
さ
い
船
に
十
五
人
ず
つ

乗
り
、
出
発
し
ま
し
た
。

「
や
っ
と
ク
ジ
ラ
を
見
ら

れ
る
」
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
す
る

と
、
ク
ジ
ラ
が
予
想
以
上

に
す
ご
い
は
く
り
ょ
く
だ 

っ
た
の
で
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
初

め
て
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
の

で
、
自
分
の
思
う
よ
う
に

上
手
に
こ
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

今
度
、
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
と
仲
良
く
な
っ

て
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご

せ
ま
し
た
。
思
い
出
を
一

生
大
切
に
し
ま
す
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ

で
は
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
に
つ

い
て
、
海
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
、

小
笠
原
諸
島
の
海
に
つ
い

て
な
ど
、
す
ご
く
自
分
の

た
め
に
な
っ
た
話
を
聞
い

た
り
し
ま
し
た
。

　

小
笠
原
で
の
活
動
は
、

海
の
活
動
と
陸
の
活
動

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
陸
の

活
動
で
は
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ウ
ミ
ガ

メ
の
学
習
、
大
神
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ク
ジ
ラ
を
見
ら
れ

た
し
、
海
ガ
メ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

海
の
活
動
で
は
、
シ 

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
カ
ヌ 

ー
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
、
た

く
さ
ん
の
魚
や
サ
ン
ゴ
が

見
え
た
し
、
カ
ヌ
ー
で
は

二
人
一
組
で
協
力
し
て
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
体
験
ク

ル
ー
ズ
で
学
ん
だ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る

こ
と
。
協
力
し
て
活
動
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。
と
て

も
楽
し
い
体
験
ク
ル
ー
ズ

で
し
た
。

　

小
笠
原
の
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
海
に
は
、
サ

ン
ゴ
や
見
た
こ
と
の
な
い

魚
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が

す
っ
ぽ
り
入
っ
て
し
ま
い

そ
う
な
こ
う
ら
を
持
つ
、

と
て
つ
も
な
く
巨
大
な
シ 

ャ
コ
貝
も
い
ま
し
た
。

　

森
で
見
つ
け
た
の
が
、

外
来
種
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ 

ー
ル
で
す
。
も
と
も
と
ペ 

ッ
ト
と
し
て
持
ち
込
ま
れ

た
ト
カ
ゲ
で
、
そ
れ
が
船

に
く
っ
つ
い
て
上
陸
し
て

増
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
は
、

小
笠
原
の
虫
た
ち
を
食
べ

て
し
ま
っ
て
、
ど
ん
ど
ん

虫
の
数
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
う
い
う

現
状
を
知
ら
さ
れ
て
ぼ
く

は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル

は
悪
く
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
本
当
は
人
間
が
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
人
間
が
グ
リ
ー
ン

ア
ノ
ー
ル
を
つ
れ
て
こ
な

け
れ
ば
、
小
笠
原
の
虫
た

ち
は
減
ら
な
か
っ
た
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　

体
験
ク
ル
ー
ズ
で
、
も 

っ
と
も
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
小
笠
原
の
美
し
い
海

と
豊
か
な
森
を
未
来
に
残

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
、

実
感
し
た
こ
と
で
す
。

　

東
京
、
長
野
、
滋
賀
、

千
葉
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
か
ら
来
た
、
学
年

も
違
う
友
だ
ち
と
Ｂ
＆
Ｇ

体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
一
時

的
絶
滅
の
危
機
に
あ
り
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人

の
努
力
が
実
っ
て
増
え
て

き
た
そ
う
で
す
。
大
き
く

羽
ば
た
く
姿
を
は
っ
き
り

と
、
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
水
族
館
の

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
と
は
く
ら

べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い

大
き
く
て
、
は
く
り
ょ
く

の
あ
る
く
じ
ら
の
ブ
ロ
ー

と
い
う
ジ
ャ
ン
プ
を
見
た

り
、
海
ガ
メ
を
放
流
し
て

見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送

り
ま
し
た
。

　

得
意
の
カ
ヌ
ー
で
競
争

し
た
り
、
人
命
救
助
の
訓

練
も
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ノ 

ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
き
れ
い

な
海
を
見
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　

か
ん
た
ん
に
行
け
な
い

東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
島
「
父
島
」

に
行
く
こ
と
が
で
き
て
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
い

し
た
。

　

小
笠
原
諸
島
へ
向
か
う

船
の
中
で
、
小
笠
原
の
自

然
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
小
笠
原
に
自
生
し
て

い
る
植
物
は
約
三
百
種
と

も
い
わ
れ
、
約
四
十
%
が

小
笠
原
で
し
か
見
ら
れ
な

い
植
物
で
、
独
特
な
進
化

を
と
げ
た
植
物
が
多
い
と

知
っ
て
、
ぼ
く
は
早
く
小

笠
原
の
自
然
が
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

小
笠
原
諸
島
に
着
い

て
、
海
で
の
活
動
を
し
ま

し
た
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
で
は
水
面
に
顔
を
つ

け
、
海
の
中
を
見
る
体
験

で
し
た
。
海
の
中
を
見
て

も
、
水
面
を
見
て
も
、
自

分
が
住
ん
で
い
る
海
よ
り

も
す
ご
く
き
れ
い
で
し

た
。

　

小
笠
原
を
出
航
す
る
と

き
、
と
て
も
自
然
が
美
し

い
の
で
、
ず
っ
と
守
っ
て

も
ら
い
た
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
船
で
の
体
験
、

そ
し
て
小
笠
原
の
美
し
い

海
と
自
然
の
中
で
た
く
さ

ん
の
活
動
が
で
き
て
、
と

て
も
よ
い
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ル 

ー
ズ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大海原へ飛び出して、大きな感動と貴重な体験
Ｂ＆Ｇ体験クルーズに小学生５人が参加

　全国から 500 人の小・中学生が参加し、3 月 26 日
から 5 泊 6 日の日程で、Ｂ＆Ｇ財団が主催する「Ｂ＆ 
Ｇ体験クルーズ」が行われました。
　町からは 5人の小学生が参加。全国の参加者と友情をは
ぐくみながら、東洋のガラパゴスといわれる「小笠原諸島・
父島」での動植物観察や船上での洋上研修を通して、自然
保護の大切さを学びました。
　参加した 5人の感想を紹介します（校名・学年は、参加
当時のもの）。

予
想
以
上
の

ク
ジ
ラ
の
は
く
り
ょ
く
に
感
動

南
部
小
学
校  

4
年　

小
田
原　

健け
ん　

誠せ
い 

く
ん

協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ

福
地
小
学
校  

５
年　

石　

橋　

潤
じ
ゅ
ん　

也や 

く
ん

美
し
い
海
と
豊
か
な
森
を

未
来
に
残
さ
な
い
と
い
け
な
い

向
小
学
校  

５
年　

佐
々
木　

彩あ
や　

杜と 

く
ん

東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

行
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

剣
吉
小
学
校  

５
年　

奥　

瀬　
　
　

侃か
ん 

く
ん

独
特
の
進
化
を
と
げ
た

小
笠
原
の
自
然
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い

福
地
小
学
校  

６
年　

林　
　
　

望の
ぞ　

美み 

く
ん
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プライバシー保護のため、
インターネットへの写真掲載は省略します。

プライバシー保護のため、
インターネットへの写真掲載は省略します。プライバシー保護のため、

インターネットへの写真掲載は省略します。

■勇壮なまとい振りを披露する名川消防団員　■一糸
乱れぬ分列行進の福地消防団　■3連覇を達成した南
部消防団第 2分団

再会を約束し稚魚を放流する児童

丁寧に土をかぶせる名久井農高のインターアクト部員

情報を共有することの重要性・必要性を確認しました

毎週、元気よく練習に励む空手道協会の小・中学生

花壇の手入れに汗を流す組合員

1 2

3

1

3

2

　名久井小学校（工藤隆継校長）の4年生38人
が4月28日、下名久井の馬淵川親水公園でサケ
の稚魚約 20 万匹を放流しました。
　これは、名川Ｂ＆Ｇ海洋センターが同校と共
催で実施している「水に賢い子どもを育む年間型
プログラム」の一環として行われたものです。
　児童は、馬渕川さけ・ます増殖協同組合（奥瀬
勇組合長）でふ化させた稚魚に「元気で帰ってき
てね」などと声をかけながら放流。その後はサケ
が戻ってくる川をきれいにしようと、川沿いのゴ
ミを拾いながら学校へ戻りました。

　南部町福地共同墓地公園管理組合（圓
まる

子
こ

義明組
合長）は、同墓地公園の定期的な清掃活動をして
います。
　今年度最初となる清掃活動が 4月 25日に行わ
れ、約 20人の組合員が朝早くから側溝や道路の
清掃、花壇の草取りなどに汗を流しました。
　圓

まる

子
こ

組合長は「四季折々の花が咲き、天候がよ
ければ八甲田山や十和利山を望める公園に、町民
の皆さんにも遊びに来てほしいですね」と笑顔で
話していました。

　小学生・中学生全国空手道選手権大会青森県予
選会が5月 3日に三沢市で開かれ、出場した町空
手道協会の小・中学生が好成績を収めました。
　上位入賞者は次のとおりで、小学 3年生以上
の入賞者は、8月に静岡県で開催される全国大会
に出場します（カッコ内は学校名と学年）。
【団体戦・小学高学年男子形】
第 3位　中野泰

たい

成
せい

（南部小❻）/西村陽太（南部
　　　　小❺）/藤田大雅（福田小❺）
【団体戦・小学高学年男子組手】
準優勝　中野泰

たい

成
せい

（南部小❻）/西村陽太（南部
　　　　小❺）/藤田大地（福田小❺）
【個人戦・形】
小学 1・2年男子　第 3位　川村正明（剣吉小❷）
小学 1・2年女子　優　勝　安

あん

保
ぽ

葉
は

月
づき

（福田小❷）
 　　　〃　 　　 第 3位　丸

まる

子
こ

眞
ま

央
お

（剣吉小❶）
小学 5年男子   　  優　勝　西村陽太（南部小）
小学 5年女子    　優　勝　相内美

み く

空（南部小）
小学 6年男子　　 第 3位　中野泰

たいせい

成（南部小）
中学 3年女子    　優　勝　中野瑞穂（南部中）
【個人戦・組手】
小学 1・2年男子　準優勝　中野龍

りゅうき

基（南部小❷）      
　　　 〃　 　　 第 3位　丸

まる

子
こ

宗一郎
（剣吉小❷）

小学 1・2年女子　優　勝　安
あん

保
ぽ

葉
は

月
づき

（福田小❷）
 　　　〃　 　　 第 3位　丸

まる

子
こ

眞
ま

央
お

（剣吉小❶）
小学 5年女子    　優　勝　相内美

み く

空（南部小）
中学 3年女子    　優　勝　中野瑞穂（南部中）

　放火火災防止対策連絡協議会名川支部では 5
月 12日、剣吉地区での不審火による相次ぐ火災
発生を受けて、剣吉公民館で会議を開きました。
　出席したのは、剣吉地区の行政員や消防団幹部
など約30人です。
　会議では、放火しない・放火させない環境づく
りのため地域一丸となって取り組むことを確認し
たほか、三戸警察署や三戸消防署では、どんなに
小さい情報でも教えてほしいと呼びかけていま
した。

　三戸地区消防団連合観閲式が4月 29日に開

かれ、南部町・三戸町・田子町の団員約1,200人

が、観閲者を務める田子町の松橋良則町長に分

列行進で勇姿を披露しました。

　すみやの河川公園での式典では、功労表彰に

続き、まとい振りやはしご乗りが披露されたほ

か、中継送水競技では南部消防団第10分団（正

寿寺）が昨年に続き優勝しました。

　また、式典後の玉落とし競技では、南部消防

団第2分団（大向）が4秒7のタイムで優勝。

見事に3連覇を達成しました。「エンジンの調子

が万全ではないなかでの優勝はとてもうれし

い」と分団員は大喜び。同分団には、町から記

念旗が贈られることになっています。

　名川ロータリークラブ（宮本佳
けい

悦
えつ

会長）では 4
月 25日、社会奉仕活動の一環として植樹祭を行
いました。
　名川ロータリークラブ会員や名久井農業高等
学校インターアクト部員など参加した約40人は、
同クラブで用意した「エゴノキ」8本を、すぱー
く名川の敷地内に植樹。赤い花の咲くエゴノキを
思い描き、大きく育つようにと真心を込めて苗木
に土をかぶせていました。

　また、5月 10 日には、全日本少年少女空手道
選手権大会青森県予選会が弘前市で開かれ、個人
戦で 3人の小学生が優勝。8月に東京武道館で開
催される全国大会へ駒を進めました。
【小学 2年女子形】　  優勝　安

あん

保
ぽ

葉
は

月
づき

（福田小）
【小学 5年女子形】　  優勝　安

あん

保
ぽ

泉
せん

里
り

（福田小）
【小学 6年男子組手】 優勝　中野泰

たいせい

成（南部小）

火消しの心意気を披露
三戸地区消防団連合観閲式

緑豊かな地域のために
名川ロータリークラブが恒例の植樹祭

真心込めて清掃活動
福地共同墓地公園管理組合が定期清掃

目指せ、全国大会制覇
空手道協会の小・中学生が大会で大活躍

不審火を地域一丸となって防止
放火火災防止対策連絡協議会名川支部

元気に帰ってきてね
名久井小学校 4年生がサケの稚魚を放流



木月 火 水

金 土 SATURDAY／日 SUNDAY

30

ビン 名川Ａ・南部Ａ

不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 福地

22 23 24

可燃 名川Ａ・南部Ａ

16 17
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

15

7月1日29

可燃 名川Ａ・南部Ａ

7 8
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 福地

新聞・段ボール 福地

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

8 9 10

福地缶・ビン・ペット

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

雑・チラシ・古布・その他の紙・
缶・ビン・ペット 福地

6

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 福地

個・川外 ＢＣＧ、三種混合、ＭＲ混合

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

可燃 福地

個・川外 三種混合、ＭＲ混合

缶・ビン・ペット 福地

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

新・雑・チラシ 名川Ｂ・南部Ｂ

9 10 11

12

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

2 3 4

5

5

7

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

6

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

11 12

14

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

13

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地 可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

25 26 27

28

名川Ａ・南部Ａ段ボール

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

新・雑・チラシ 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

19
可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

20

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

広報７月号発行予定日

名川Ａ・南部Ａ段ボール

粗大 上名久井（下）・門前

段ボール 名川Ｂ・南部Ｂ

ペットボトル 名川Ａ・南部Ａ

粗大 上名久井（上）・小向・正寿寺

18

２歯 中央公民館

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

ＭＲ混合個・小向

集団

粗大 上斗賀・下斗賀・９区・10区・11区

新・雑・チラシ 名川Ａ・南部Ａ

粗大 上中町・荒町・あじさい町内会・
小波田第１・小波田第２
ゆとりあ乳健

粗大 虎渡・二又・古町・馬場

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

21
ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

不燃 福地

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 福地

個・名病 三種混合、ＭＲ混合

個・南病 三種混合

可燃 名川Ａ・南部Ａ

名川病院で平日に受診できます。
病院健診

1・6 ぼたんの里

三種混合個・小向

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・南医 ＭＲ混合

個・南病 ＭＲ混合

個・南病 ＢＣＧ

ジャックドまつり

中央公民館乳相

中央公民館４相

ポリオ（ぼたんの里）集団

個・南医 三種混合

ふくち里山あるき

個・小向 ＭＲ混合

ジャックドまつり

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

乳相 …乳児相談（H21.1～H21.3生）受付９時30分～10時、（H20.6～H20.8生）受付10時～10時30分

４相 …４歳児健康相談（H16.10～H16.12生）受付13時～13時30分

1・6 …１歳６カ月児健康診査（H19.10～H19.11生）受付12時～12時15分

THURSDAY

FRIDAY

個・小向 …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時 個・南医 …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時 個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

…集団予防接種（受付13時～13時20分）

乳健 …乳児健康診査（H20.10～H20.11生）受付12時30分～12時50分

２歯 …２歳児歯科健康診査（H18.11～H18.12生）受付12時50分～13時10分



わくわくひろば（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

こすもすクラブ（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

ぴっぴクラブ（体験活動）

木曜日／９時30分～11時

にこちゃんクラブ

月曜日／10時～12時

子育てサークル

2425 広報なんぶちょう ６月号 広報なんぶちょう ６月号

爆笑オンエアバトル５代目チャン
ピオンのアンジャッシュ（児島一哉
㊧と渡部建㊨）

マスコットキャラクターの
ビルくんとケイちゃん

　特製紙テープを編み込んだ手
づくりバックを製作します。
■日時　7 月 1日水 9時～14時
　　　　7月 8日水 9時～正午
■場所　チェリウス
■講師　草木染工房「むりくり」
　代表・工藤久子さん
■参加料　6,000円（材料代およ
　び初日の昼食代）
■定員　15人（先着順）
■持参するもの　洗濯バサミ20
　個、おしぼり、ハサミ
■申込期限　6 月 21 日日
■申込み・問合せ先
　チェリウス  ☎0178・76・1001

　「ジャックドまつり」に、人
気お笑いコンビ・アンジャッシ
ュの出演が決まりました。出演
時間や他のイベントにつきまし
ては現在調整中ですので、決ま
りしだいチラシや広報などでお
知らせします。
■期日　７月 11日土・12日日
■会場　南部町ふれあい公園
■問合せ先　商工観光課
☎ 0178・76・3230

　「平成 21年経済センサス-基
礎調査」を、平成21年7月1日
現在で実施します。
　全国すべての事業所と企業を
対象にするこの新しい統計調査
は、各種統計調査実施のための
基礎資料を得ることなどを目的
として実施するものです。
　町内の事業所には 6月下旬か
ら調査員がお伺いし、調査票を
配布します。調査内容を統計作
成以外の目的に使用することは
一切ありませんので、安心して
正確な記入をお願いします。

■問合せ先　企画調整課
☎ 0178・84・2111

※都合により変更になる場合がありますので、
ご来院の際はお問い合わせください。

泌尿器科 要予約

整形外科 受付時間：11時30分まで 眼科 受付時間は14時30分まで
初診の人は13時30分まで

６月10日水　木村先生／ 14 時～ 15 時
 24日水　木村先生／ 14 時～ 15 時

６月８日月　伊藤先生／ 13 時～
16日火　柳沢先生／ ８時 30 分～９時
22日月　伊藤先生／ 13 時～
30日火　柳沢先生／ ８時 30 分～９時

　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に
通っていないお子さんなら、どなたでも参加
できます。子育て相談や園庭の開放、絵本や
ビデオの貸し出しも行っていますので、お気
軽にご利用ください。

●６月 11 日　戸外遊び
●　　18 日　ピクニック
●　　25 日　お誕生会
●７月 ２ 日　七夕会

６月27日土　工藤先生／９時～

先天性股関節脱臼検診　要予約
受付時間：10時50分まで

６月27日土　工藤先生

●６月 11 日　お散歩
●　　18 日　折り紙遊び
●　　25 日　お誕生会
●７月 ２ 日　七夕飾り製作

●６月 11 日　ゲーム遊び
●　　18 日　お散歩
●　　25 日　集団遊び
●７月２日　七夕飾り製作

●６月 10・17・24 日、７月１日 ●６月８・10・15・17・22・24・
　　  29日
●７月１日

●６月８・10・15・17・22・24・
　　  29日
●７月１日

●６月８・15・22・29 日

ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　タウンインフォメーション

ペーパークラフト講習会
オリジナル作品づくり

ジャックドまつり
アンジャッシュ、来たる

経済センサスにご協力を
事業所と企業が対象

介護や健康についての相談に応じます
町から委託を受けた在宅介護支援センター職員などが高齢者宅を訪問します。

　健康福祉課（名川分庁舎）内に設置している「南
部町地域包括支援センター」では、生活の相談や介
護の計画・支援などを保健師・社会福祉士・主任ケ
アマネージャーなどが連携して対応しています。

　また、町から委託を受けた在宅介護支援センター
の職員や町担当職員が家庭訪問に訪れますので、身
近な相談窓口としてお気軽にご相談ください。
■問合せ先　健康福祉課  ☎ 0178・76・2111

横  浜  喜
き よ の

代野  さん
剣吉在宅介護支援センター
☎ 0178・60・5511

工  藤  なつ子  さん
在宅介護支援センターきぼう
☎ 0178・84・4778

若  宮  優  子  さん
ふくち在宅介護支援センター
☎ 0178・84・2011

木  村  ひな子
南部在宅介護支援センター
☎ 0179・20・6511

名川病院ガイド 外科、内科、循環器科、皮膚科、肛門科
アレルギー科、歯科

青森労災病院からの専門外来診察日

あなたの子育て、応援します

おいでよ!子育て支援センター

福地保育園
☎0178・84・4118

なんぶ保育園
☎0179・34・3034

チェリー保育園
☎0178・76・1115

問合せ先
☎ 0178・76・2001 診療科

つどいのひろば（自由活動）

水曜日／９時30分～11時

サークルちびこす（自由活動）

月・水曜日／９時30分～12時

ぬくぬく（自由活動）

月・水曜日／９時30分～11時
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砂冥宮　　  内田  康夫  著

GI鳴門開設56周年記念競走

三浦半島の旧家で浅見光彦が取材を

した老人は「金沢へ行く」と言い残

して数日後、死体となって発見され

た。浅見は死の真相に近づくため金

沢へ向かうが、老人の足跡は意外な

場所で途切れていた。

GI三国モーターボート大賞

森崎友理子は小学 5 年生。中学 2

年生の兄・大樹がクラスメートを殺

傷して姿を消した後、兄の部屋で不

思議な声を聞く。兄が「英雄」に魅

入られたことを知り、友理子は兄を

救い出す旅へ出る。

デーレース ナイターレース

桐生ナイター一般戦 桐生ナイター一般戦
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る
桜
の
蕾
ふ
く
ら
み
て
弾
け
む
ば
か
り
に
く
れ
な
ゐ
を
増
す　

馬
場　

敬
子

菜
園
に
鍬
振
り
な
が
ら
う
ぐ
ひ
す
の
囀
る
ご
と
き
歌
を
詠
み
た
し　
　
　

八
木
田
順
峰

な
ん
ぶ
短
歌
会

満
開
を
見
上
ぐ
幼
ら
手
を
つ
な
ぎ
振
り
向
く
笑
顔
わ
た
し
も
笑
ふ　
　
　

山
下　

幸
枝

ぱ
っ
と
咲
き
ひ
ら
ひ
ら
散
り
ゆ
く
桜
花
昨
夜
の
雨
に
命
は
か
な
き　
　
　

立
花　

京
子

花
び
ら
は
波
に
浮
き
つ
つ
重
な
り
て
母
の
仕
立
て
し
振
り
袖
に
似
る　
　

一
ノ
渡　

綮

ぐ
ん
ぐ
ん
と
空
に
向
え
る
レ
ン
ギ
ョ
ウ
に
不
細
工
な
枝
と
言
う
声
聞
こ
ゆ　

向
山　

敦
子

春
霞
桜
に
衣
ぬ
ぎ
か
け
て
山
渡
り
く
る
風
木
々
撫
で
る　
　
　
　
　
　
　

川
村　

綾
子

淡
雪
の
黄
色
く
は
お
る
山
茱
萸
の
幾
万
の
花
朝
の
陽
を
抱
く　
　
　
　
　

板
垣　

信
子

朝
霜
に
凍
り
つ
き
た
る
石
楠
花
の
硬
き
蕾
の
う
ち
な
る
気
魄　
　
　
　
　

奥　

あ
さ
子

白
髪
の
昭
和
三
年
寄
り
添
ひ
て
「
さ
く
ら
」
を
唱
ふ
う
た
か
た
の
宿　
　

西
舘　

和
子

若　

草　

会

GI若松開設57周年記念競走

GIII鳴門企業杯

GIII桐生新鋭リーグ戦

英雄の書 上・下
宮部  みゆき  著

SG戸田グランドチャンピオン決定戦

月 火 水 木 金 土 日
６月８日
小学生水泳教室
水中運動教室

９
女性水泳教室

10
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

11 12
巡回バス（C・Dコー
ス）/ 水中運動体験
教室 /町民温泉健康
法教室 /水中ウォー
キング教室

13
エアロビクス教室

14

15
小学生水泳教室
水中運動教室

16
休館日

17
休館日

18
休館日

19
巡回バス（A・Bコー
ス）/ 水中運動体験
教室 /ヘルシー塾健
康教室

20
エアロビクス教室

21

22
小学生水泳教室
水中運動教室

23
女性水泳教室

24
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

25 26 
巡回バス（C・Dコー
ス）/ 水中運動体験
教室 /町民温健康法
教室 /水中ウォーキ
ング教室

27
エアロビクス教室
アクアビクス体験
教室

28
ふくち里山あるき

29
小学生水泳教室
水中運動教室

30
女性水泳教室

７月１日
流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

２ 3
巡回バス（A・Bコー
ス）/ 水中運動体験
教室 /ヘルシー塾健
康教室

4
エアロビクス教室

5

■人数　6人
■資格　50㍍以上泳げる高校生
　以上の人。
■期間　7 月 18 日土から 8 月
　30 日日まで。
■時間　8時 30 分から 21 時ま
　での 2～ 8時間。
■内容　プールの監視、点検、
　清掃など。
■時給　高校生 620 円、大学生
　以上 650 円。
■申込み　写真を貼った履歴書
　を、6 月 20 日土までに提出
　してください。
■その他　面接日時は、後日連
　絡します。また、採用者には
　心肺蘇生法などの講習を受講
　していただきます。

■期日　7月28日火～8月1日
　土（5日間）
■時間　9時30分～10時30分
■対象　初心者の小学生
■人数　35 人（先着順）
■講師　バーデハウスふくちイ
　ンストラクター
■内容　水慣れや泳ぎの基礎練
　習など。
■受講料　会員 3,000 円、一般
　5,000円（どちらも税・入館料
　込）
■申込み　7月 17 日金までに、
　受講料を添えてバーデハウス
　ふくちフロントへお申込みく
　ださい。

　ふくちアイスアリーナの夏期
営業を 5 月下旬から始めまし
た。室内では、テニスのほかロ
ーラースケート、ローラーブレ
ードを楽しむこともできます。
■営業期限　8月 23 日日
■営業時間　テニスコートは 18
　時～21時／ローラースケート・
　ローラーブレードは 10 時～
　18 時
■料金
　滑走料 300 円
　ローラーブレード貸靴 300 円
　ローラースケート貸靴 100 円
　テニスコート 1時間 2,000 円
■休館日　6月 16 日火～ 18 日
　木、7月 16 日木

※ 6月 16 ～ 18 日は、施設点検・館内清掃などのため休館となります。

名川中学校図書室１階（☎ 0178・76・3121）
休室日６月８日月／15日月／22日月／26日金／29日月
　　　７月６日月／13日月／20日月

としょしつ通信

6 JUNE

今月のオススメ

☎ 0178・84・2850だより
厚生労働大臣認定・健康増進施設

プール監視アルバイト募集 小学生短期水泳教室受講生募集 アイスアリーナ夏期営業



児童手当現況届

あたたかい善意に感謝

29 28広報なんぶちょう ６月号 広報なんぶちょう ６月号

お知らせ
　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
5
月
末
に
送
付
さ
れ
た
現

況
届
に
氏
名
・
住
所
を
記
入
し
て

農
業
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
の

確
認
を
す
る
も
の
で
す
。
現
況
届

を
提
出
し
な
い
場
合
、
11
月
か
ら

年
金
の
支
払
い
が
差
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
名
川
分
庁
舎
）
ま
た
は
本
庁

舎
・
南
部
分
庁
舎
窓
口

■
提
出
期
限　

6
月
30
日
火

■
問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務

 

局☎
0
1
7
8
・
76
・
2
3
1
2

　
「
町
内
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
や
っ
て
み
た
い
の
で
、
指
導

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」「
親
子
レ
ク 

で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
し
た
い
の
で
、 

ル
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な 

ど
、
町
内
各
種
団
体
か
ら
の
依
頼 

に
対
し
、
教
育
委
員
会
で
は
各
ニ 

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
精
通
し
て
い
る 

指
導
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
お 

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
せ
先　

町
民
体
育
館

☎
0
1
7
9
・
34
・
2
7
6
1

　

巡
回
診
査
・
更
生
相
談(

肢
体

不
自
由
・
聴
覚
の
障
害
の
み)

を

次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
の
診
査
を
必
要
と
す

る
人
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定
が

必
要
な
人
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度

な
ど
の
変
更
を
必
要
と
す
る
人
。

▽
補
装
具
の
相
談
な
ど
を
必
要
と

す
る
人
。

■
診
査
科
目
・
期
日
・
場
所

【
聴
覚
障
害
】

▽
期
日　

7
月
8
日
水

▽
場
所　

五
戸
町
役
場

▽
受
付
時
間　

8
時
45
分
〜
10

時
15
分
（
診
査
は
9
時
30
分

か
ら
）

【
肢
体
不
自
由
障
害
】

▽
期
日　

7
月
15
日
水

▽
場
所　

ゆ
と
り
あ

▽
受
付
時
間　

8
時
45
分
〜
11
時

（
診
査
は
9
時
30
分
か
ら
）

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
0
1
7
8
・
76
・
2
1
1
1

　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

次
に
よ
り
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

を
行
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
日
・
場
所

【
7
月
11
日
土
】
南
部
町
民
体
育

館
【
7
月
15
日
水
】
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー

【
8
月
20
日
木
】
福
地
体
育
セ
ン

タ
ー

■
時
間　

19
時
〜
21
時

■
申
込
み　

事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今月の納期

町県民税（1期分）

■納期限  ６月30日火

■口座振替日  6月25日木

■問合せ先　税務課
　☎ 0179・34・2111

６・７月の窓口開設日

■期日  ６月６日土、20日土
　　　  ７月４日土、18日土
■時間  ８時15分～正午
■場所   住民生活課（南部分庁 　　
　舎）
■業務内容　住民票・印鑑証明
　書の交付、印鑑登録

■その他　死亡届けの受理は、 　　
　どこの庁舎でも受付けます。
■問合せ先　住民生活課
　☎ 0179・34・2111

■
問
合
せ
先　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ 

ス
協
会
事
務
局
・
田
口
（
☎
0
 

1
7
8
・
76
・
2
6
9
3
）
ま 

た
は
小
笠
原
（
☎
0
1
7
8
・

84
・
3
2
6
7
）

　

南
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、

6
つ
の
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い

る
「
お
お
ひ
ら
万
葉
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
へ
出
か
け
、
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
す
。
協
会
員
以
外
の
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

7
月
5
日
日

■
場
所　

お
お
ひ
ら
万
葉
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
（
宮
城
県
大
衡
村
）

■
交
通
手
段　

町
の
バ
ス

■
時
間　

6
時
に
本
庁
舎
を
出
発

し
、
名
川
地
区
、
南
部
地
区
を

経
由
し
ま
す
。

■
参
加
料　

2
千
円
（
会
場
入
場

料
、
保
険
料
な
ど
）。
昼
食
や

飲
み
も
の
は
各
自
。

■
定
員　

55
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

6
月
20
日
土

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

▽
名
川
地
区
の
人
は
川
守
田
貞
吉 

☎
0
1
7
8
・
75
・
0
1
8
3

▽
南
部
地
区
の
人
は
大
久
保
弘
見

☎
0
1
7
9
・
34
・
2
2
4
7

▽
福
地
地
区
の
人
は
田
中
佳
子

　

☎
0
1
7
8
・
84
・
4
5
4
5

■
期
日　

7
月
26
日
日

■
時
間　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
八
戸
支
局

■
資
格　

小
学
生
。
駒
の
動
か
し

方
が
分
か
る
程
度
の
児
童
も
歓

迎
し
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

八
戸
支
局

☎
0
1
7
8
・
43
・
9
2
1
1

FAX

0
1
7
8
・
45
・
9
2
0
0

　

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い 

施
設
見
学
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト 

ル
を
利
用
し
た
工
作
を
行
い
ま
す
。

■
期
日　

7
月
25
日
土
・
26
日
日

■
時
間

【
午
前
の
部
】
9
時
30
分
〜
12
時

【
午
後
の
部
】
13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
■
定
員　

1
教
室
に
つ
き
10
組

（
小
学
生
以
上
）
の
親
子

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
す
る
も
の　

キ
ャ
ッ
プ
の

つ
い
た
2
㍑
と
1
㍑
の
角
型
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
1
個
ず
つ
。

■
服
装　

動
き
や
す
く
、
多
少
汚

れ
て
も
構
わ
な
い
服
装
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

6
月
20

日
土
か
ら
7
月
24
日
金
ま
で

に
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
0
1
7
8
・
70
・
2
3
9
6

　

な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館
で
は

Ｊ
Ａ
種
市
女
性
部
と
協
力
し
て
、

海
の
幸
と
旬
の
果
物
を
お
互
い
に

販
売
す
る
交
流
販
売
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

北
三
陸
の
新
鮮
な
ほ
や
、
わ
か

め
、
こ
ん
ぶ
、
手
づ
く
り
加
工
品

な
ど
を
揃
え
、
皆
さ
ま
の
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

12
月
ま
で
の
毎
月
第
3

日
曜
日

■
時
間　

9
時
〜
15
時

■
場
所　

な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産

館
テ
ン
ト

■
問
合
せ
先　

な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と

物
産
館

☎
0
1
7
9
・
34
・
3
4
3
7

　ボートピアなんぶを運営して
いるマリン開発株式会社（関川
宏代表取締役）から、町の福祉
に役立ててくださいと15万円の
寄付金をいただきました。
　また、苫米地氏に縁のある名
古屋市在住の小野寺節子さんと、
弟で千葉市在住の苫米地正喜さ
んから、町発展に役立ててくだ
さいと10万円の寄付金をいただ
きました。
　どちらも大切に使わせていた
だきます。ありがとうございま
した。

　児童手当の支給を受けている
人は、引き続き支給を受けられる
要件があるかを確認するための
現況届を、6月中に提出するこ
とになっています。
　6月以降の児童手当は、現況届
が提出されるまで支給されませ
んので、忘れずに提出してくださ
い。
■提出期限　6月 30日火
■提出する書類

▽児童手当現況届（該当世帯に郵
送します）

▽受給者の健康保険証の写し

▽平成21年1月1日に南部町に
住所が無かった人は、前住所地
の児童手当用所得証明書
■提出先　健康福祉課（名川分庁
舎）または本庁舎・南部分庁舎
窓口、剣吉支所
■問合せ先　健康福祉課
☎ 0178・76・2111

information

農
業
者
年
金
現
況
届

提出確認

南部町の人口と世帯数
（平成21年５月20日現在）

人　口 21,386人
男 10,269人
女 11,117人
世帯数 7,473世帯

（－27）
（－12）
（－15）
（＋８）

対前月比

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

移
動
教
室

派遣案内

身
体
障
害
者
巡
回
診

査
・
更
正
相
談

開催案内

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

参加募集

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

参加募集

N
H
K
こ
ど
も
将
棋
大

会

参加募集

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク

ル
体
験
教
室

参加募集

Ｊ
Ａ
種
市
女
性
部
と
の

交
流
販
売

販売案内



町営市場販売状況（平成21年４月16日～５月15日）

品　名 販売数量（kg）売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）

ふじ 18,280 1,971 108 87

サンふじ 55,470 2,283 41 61

金星 8,330 568 68 109

いちご 2,111 1,405 666 569

ゴボウ 14,412 1,997 139 158

土付ゴボウ 20,948 1,982 95 82

長芋 136,578 16,400 120 142

にんにく 12,891 14,533 1,127 2,502

長芋の種 57,858 8,955 155 144

トックリ芋の種 1,070 230 215 85

ねぎ 20,246 3,328 164 257

ほうれん草 2,788 889 319 344

小松菜 1,460 392 268 191

ウルイ 1,862 558 300 151

きゅうり 5,628 1,255 223 200

トマト 808 283 350 301

アスパラガス 605 402 664 628

生しいたけ 709 574 810 721

千菊 67 787 11,746 2,438

3031 広報なんぶちょう ６月号 広報なんぶちょう ６月号

行政相談・人権相談

おはなし会

今年度の年金額は昨年度と同額です

　国民年金は、生活水準を一定に保つため
に、物価が上がれば年金受給額も上がり、物
価が下がれば年金額も下がるという「物価ス
ライド方式」です。
　平成12年度から平成14年度までの3年
間、物価は下がったものの「物価スライド特
例措置」によって、年金額のマイナススライ
ドを特例的に実施せず据え置いた額が支給
されています。
　国民年金は毎年度、賃金と物価の変動を加
味して改定されます。今年度の年金額は、改
定された本来の年金額よりも、現在支給され
ている年金額の方が高くなるため、昨年度と
同額になります。
　ただし、昨年度より年金額が高くなる一部
の人には、6月に送付する「年金振込通知書」
に「年金額改定通知書」を同封しますので、
内容を十分にご確認ください。

■問合せ先　住民生活課  ☎ 0179・34・2111

●シールなどによる出荷者番号および県産の表示をお願いします。
●今月の休場日
　６月７日日、８日月、14日日、17日水、21日日、24日水、28日日
　７月５日日、８日水、12日日

広報の交換をしてい
る他県の町から届いた先月号の広報
紙。人事異動で担当者が変わったよ
うで、編集後記が手書き文字で印刷
されています。斬新ですね。ひらが
なの「て」を数字の「2」と読み違え
られるほど字の下手なわたしには、
とても無理です。　　　　　　（と）

編集後記

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ
び
青

森
県
警
察
本
部
で
は
、
大
学
卒
業

（
見
込
）
者
を
対
象
に
、
警
察
官

A
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

昭
和
52
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
を

卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
22

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
。

■
一
次
試
験　

7
月
12
日
日

■
試
験
会
場　

青
森
市

■
申
込
期
限　

6
月
26
日
金

■
そ
の
他　

男
性
に
限
り
、
警
視

庁
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
、
静
岡
県
の
警
察
官
を
志

望
す
る
人
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

八
戸
警
察
署
（
☎

0
1
7
8
・
43
・
4
1
4
1
）

ま
た
は
三
戸
警
察
署
（
☎
0

 
1
 

7
9
・
22
・
1
1
3
5
）

　

町
は
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会

と
協
力
し
て
、
中
小
企
業
者
の
事

業
資
金
に
か
か
る
借
入
れ
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
特
別
保
証
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
保
証
制
度

▽
簡
易
小
口
資
金

【
貸
付
金
額
】　

1
千
2
5
0
万
円

【
保
証
期
間
】　

7
年
以
内

【
貸
付
利
率
】　

年
率
3
・
5
㌫
以 

内
▽
事
業
活
性
化
資
金

【
貸
付
金
額
】　

2
千
万
円

【
保
証
期
間
】　

10
年
以
内

【
貸
付
利
率
】　

年
率
3
・
5
㌫
以 

内
■
問
合
せ
先　

青
森
県
信
用
保
証

協
会
八
戸
支
所
（
☎
0

 

1

 
7

 

8
・
24
・
6
1
8
1
）
ま
た
は 

商
工
観
光
課
（
☎
0
1
7
8
・ 

76
・
3
2
3
0
）

　

平
成
20
年
度
の
確
定
保
険
料

と
平
成
21
年
度
の
概
算
保
険
料

な
ど
の
申
告
・
納
付
手
続
き
を
行

う
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
申
告
期
間

が
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

青
森
労
働
局

☎
0
1
7
・
7
3
4
・
4
1
4
5

　

県
は
、
差
押
財
産
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

24
時
間
い
つ
で
も
公
売
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.pref. 

aom
ori.lg.jp/zeim

u/

■
問
合
せ
先　

三
八
地
域
県
民
局

県
税
部

☎
0
1
7
8
・
27
・
5
1
1
1

　

先
の
大
戦
で
、
事
変
地
の
区
域

ま
た
は
戦
地
の
区
域
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人
に

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限　

平
成
23
年
3
月

31
日

■
問
合
せ
先　

総
務
省
大
臣
官
房

総
務
課
管
理
室

☎
0
3
・
5
2
5
3
・
5
1
8
2

　なんぶ読み聞かせの会の皆さ
んによる読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴で
お越しください。
■期日　６月28日日 
■時間　10 時～10 時 30 分
■場所　名川中学校図書室1階
■問合せ先　中央公民館
☎ 0178・76・2323

■日時　７月２日木  13～15時
■場所　福地公民館、中央公民館、
剣吉公民館（人権相談のみ）、ぼ
たんの里

■問合せ先

▽行政相談は総務課
　☎0178・84・2111

▽人権相談は住民生活課
　☎0179・34・2111

川
柳
ま
べ
ち
吟
社 　

題
「
袋
」

手
袋
を
ぬ
い
だ
握
手
が
温
か
い

の
し
袋
開
け
れ
ば
汗
の
沁
み
た
札

幸
せ
の
笑
い
袋
を
持
ち
歩
く

知
恵
袋
ま
だ
ま
だ
元
気
母
八
十
路

福
袋
買
っ
て
今
年
の
運
だ
め
し

生
き
る
た
め
堪
忍
袋
補
修
す
る

野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

田
中　

久
子

久
保
田
芙
美

出
町　

國
子

　

不
審
火
に
よ
る
空
き
家
の
火
災

が
続
い
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
を
無
く
す
る

た
め
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が
日

ご
ろ
か
ら
対
策
を
講
じ
、
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
地
域
一
丸
と
な
っ

て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
放
火
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
建
物
の
周
り
や
車
庫
、
通
路
に

は
可
燃
物
を
置
か
な
い
。

▽
燃
え
や
す
い
物
は
整
理
整
頓
し

て
、
物
置
な
ど
に
保
管
す
る
。

▽
郵
便
受
け
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
を

た
め
て
お
か
な
い
。

▽
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
時
に
搬

出
し
、
夜
間
に
は
出
さ
な
い
。

▽
門
扉
、
通
用
口
、
車
庫
、
物
置

な
ど
の
施
錠
を
徹
底
す
る
。

▽
門
灯
や
夜
間
照
明
を
設
置
す
る

な
ど
見
通
し
を
良
く
し
、
不
審

者
が
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
つ

く
る
。

▽
近
隣
に
空
き
家
が
あ
る
場
合
は
、

所
有
者
と
と
も
に
施
錠
や
ご
み

処
理
な
ど
必
要
な
処
置
を
講
じ

る
な
ど
、
関
係
者
や
自
治
会
な

ど
で
協
力
す
る
。

■
問
合
せ
先　

三
戸
消
防
署

☎
0
1
7
9
・
22
・
1
1
4
0

　

全
国
各
地
で
文
化
財
な
ど
の
放

火
や
盗
難
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
近
く
に
あ
る
寺
社
や

古
民
家
、
骨
董
品
な
ど
の
文
化
財

は
、
地
域
で
代
々
守
り
継
が
れ
て

き
た
大
切
な
宝
。
不
審
者
を
発
見

し
た
ら
警
察
に
連
絡
す
る
な
ど
、

み
ん
な
の
目
で
文
化
財
を
守
る
と

と
も
に
、
防
火
防
犯
体
制
を
改
め

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
文
化
財
を
守
る
た
め
の
警
察
署

や
消
防
署
と
の
連
携
、
地
域
の

人
と
の
協
力
体
制
は
築
か
れ
て

い
ま
す
か
。

▽
人
け
の
な
い
場
所
に
燃
え
や
す

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
な
ど
の
管
理

は
十
分
で
す
か
。

▽
夜
間
や
無
人
の
寺
社
な
ど
の
管

理
は
適
正
で
す
か
。

▽
部
外
者
が
進
入
で
き
な
い
よ
う

に
、
鍵
な
ど
の
施
錠
器
具
は
正

常
で
す
か
。

■
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

☎
0
1
7
9
・
34
・
2
1
3
2

警
察
官
Ａ
を
募
集

募集案内

不
審
火
に
注
意

火災防止

文
化
財
の
放
火
・
盗
難

に
注
意
を

火災防止

特
別
保
証
制
度

融資案内

平
成
21
年
度
労
働
保
険

の
年
度
更
新
手
続
き

更新手続

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

公売案内

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す

書状贈呈



広報なんぶちょう ６月号 広報なんぶちょう ６月号 3233

ｉｎｔｅｒｖiｅｗ

　
　
　
　

月
25
日
午
後
3
時
、
名
川
町
民
ホ
ー

　
　
　
　

ル
「
楽ら

ら楽
ホ
ー
ル
」。
観
客
の
拍
手
に

　
　
　
　

迎
え
ら
れ
、
楽
器
を
手
に
し
た
44
人

が
ス
テ
ー
ジ
上
へ
姿
を
現
す
。

　

観
客
席
を
照
ら
し
て
い
た
ラ
イ
ト
が
消
え
、

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
指
揮
者
）
の
両
腕
が
動
き
出

す
と
、
重
厚
な
テ
ュ
ー
バ
の
音
色
が
会
場
に
響

く
。
続
い
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

と
音
が
重
な
り
、
曲
が
厚
み
を
増
し
て
い
く
。

ブ
ラ
ス
の
森
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

会
の
始
ま
り
だ
。

　
　
　
　

  

♪　
　

    

♪　
　

    

♪

　

平
成
4
年
に
結
成
さ
れ
た
「
な
が
わ
吹
奏
楽

団
（
根
市
幸
一
団
長
）」
に
は
、
2
年
前
か
ら
一

冊
の
楽
譜
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
作
曲
家
、

グ
ス
タ
ヴ
・
ホ
ル
ス
ト
が
作
曲
し
た
「
ジ
ュ
ピ

タ
ー
（
木
星
）」
だ
。
同
楽
団
の
団
員
は
25
人
。

50
人
近
く
を
必
要
と
す
る
吹
奏
楽
で
の
ジ
ュ
ピ

タ
ー
演
奏
は
、
人
数
的
に
不
可
能
だ
っ
た
。

　

い
つ
か
演
奏
し
て
み
た
い
。
情
熱
の
冷
め
な

い
根
市
さ
ん
に
、
本
田
篤
副
団
長
が
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
み
た
ら
」
と

提
案
す
る
。
は
た
し
て
応
募
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
だ
ろ
う
か
。
不
安
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
1
曲
の
た
め
だ
け
の
メ

ン
バ
ー
募
集
を
決
意
し
、
昨
年
7
月
に
同
楽
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
募
集
案
内
を
掲
載
し
た
。

　

そ
の
3
日
後
、
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
く
。
そ

こ
に
は

　
「
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

こ
ち
ら
は
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ト

　

 

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
テ
ュ
ー
バ
の
4
人
で
す
」

の
文
字
。
根
市
さ
ん
は
、
う
れ
し
さ
で
震
え
た

手
の
感
触
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
後
「
団
と
し
て
前
向
き
に
参
加
し
た
い
」
と

い
う
吹
奏
楽
団
か
ら
の
メ
ー
ル
も
届
く
な
ど
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
人
が
集
ま
り
だ
し
た
。

　

11
月
。
30
人
ほ
ど
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
毎
週
金
曜
日
に
南
部
芸
能
伝
承
館
で

の
合
同
練
習
が
始
ま
っ
た
。
４
月
25
日
の
演
奏

会
期
日
が
決
ま
る
と
、
参
加
メ
ン
バ
ー
が
友
人

を
誘
い
「
メ
ン
バ
ー
の
追
加
で
す
」
と
い
う
メ
ー

ル
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
魅
力

に
惹ひ

か
れ
、
6
団
体
か
ら
38
人
、
一
般
6
人
の
、

合
わ
せ
て
44
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
「
顔
を
合
わ
せ
る
の
も
、
音
を
聞
く
の
も
初

め
て
の
メ
ン
バ
ー
。
練
習
を
始
め
て
数
カ
月
は
、

曲
の
イ
メ
ー
ジ
や
音
の
方
向
を
揃
え
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
」
と
指
揮
者
の
七な

な
さ
き崎

良
一
さ
ん

（
八
戸
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
は
振
り
返

り
ま
す
。
演
奏
会
前
日
は
、
会
場
で
あ
る
名
川

町
民
ホ
ー
ル
「
楽ら

ら楽
ホ
ー
ル
」
で
初
め
て
の
練

習
が
行
わ
れ
た
。「
こ
こ
は
勇
壮
な
感
じ
で
」「
そ

こ
は
も
う
少
し
長
く
音
を
伸
ば
し
て
」
と
い
う

七な
な
さ
き崎
さ
ん
の
指
示
が
メ
ン
バ
ー
に
飛
ぶ
。
仕
事

の
都
合
で
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
練
習
に
揃
う
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

　
「
つ
い
に
こ
こ
ま
で
き
た
」「
や
る
し
か
な
い
」、

メ
ン
バ
ー
は
期
待
と
不
安
の
夜
を
過
ご
し
た
が
、

七
崎
さ
ん
だ
け
は
「
こ
の
演
奏
会
は
成
功
す
る
」

そ
う
確
信
し
て
い
た
。

　
　
　
　

  　
　
　

    　
　
　

    　

　

ブ
ラ
ス
の
森
演
奏
会
。
は
じ
め
に
演
奏
し
た

の
は
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
第
一
組
曲
」。
ジ
ュ
ピ

タ
ー
の
た
め
だ
け
に
募
っ
た
メ
ン
バ
ー
だ
が
、

そ
の
演
奏
時
間
は
約
7
分
。
演
奏
会
と
し
て
お

客
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
う
に
は
1
曲
だ
け
で
は

足
り
な
い
だ
ろ
う
と
、
七な

な
さ
き崎
さ
ん
の
発
案
に
よ

り
ジ
ュ
ピ
タ
ー
と
同
じ
作
曲
者
に
よ
る
組
曲
を

取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　

メ
ー
ン
で
あ
る
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
演
奏
が
始
ま

る
。
メ
ン
バ
ー
は
吹
奏
楽
の
魅
力
を
十
分
に
引

き
出
し
、
華
や
か
な
が
ら
も
勇
壮
な
旋
律
を
奏

で
る
。
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
演
奏
で
は
、
そ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
観

客
の
心
を
引
き
込
ん
だ
。

　

会
場
中
に
響
き
わ
た
る
拍
手
に
包
ま
れ
て
演

奏
会
が
終
了
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
「
ブ
ラ
ス

の
森
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
」
の
解
散
を
意
味
す

る
。「
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」「
い
い

経
験
が
で
き
ま
し
た
」「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」。
翌
日
、
続
々
と

届
く
メ
ー
ル
に
感
謝
し
な
が
ら
、
根
市
さ
ん
は

返
信
に
追
わ
れ
た
。

　
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
今
日
で
解
散
し
ま
す
が
、

ま
た
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
、
来
年
は
マ
ー
ズ

（
火
星
）
を
演
奏
し
ま
す
」。
演
奏
会
の
あ
い

さ
つ
で
根
市
さ
ん
に
よ
る
突
然
の
発
表
に
、
メ

ン
バ
ー
か
ら
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。「
マ
ー
ズ
を

さ
っ
そ
く
聞
き
ま
し
た
が
、
難
し
い
で
す
ね
」。

彼
ら
の
来
年
へ
の
挑
戦
は
、
も
う
始
ま
っ
て
い
る
。

　

音
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
目
的
に
賛

同
し
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
。
ブ
ラ
ス
の
森
ス

ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
は
来
年
も
ま
た
、
音
の
楽
し

さ
、
素
晴
ら
し
さ
、
感
動
を
わ
た
し
た
ち
に
与

え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

４
今後に生かしたい
工　藤　千

ち え み

絵美さん
（名川中３年）

　迫力ある演奏に感動し
ました。わたしは吹奏楽
部でフルートを担当してい
ますが、今日の演奏を今後
に生かしたいと思います。

プロ並みの演奏です
矢　幅　　　巌

いわお

さん

（相内）

　一人一人の音楽性が高く、
音の強弱も揃っていてプロ
並みですね。この演奏会は、
毎年続けてほしいと思いま
す。頑張ってください。

人が集い、音が深まる。
その時、夢は叶った。

【
巻
末
特
集
】 

ブ
ラ
ス
の
森
演
奏
会

人
が
集
い
、音
が
深
ま
る
。そ
の
時
、夢
は
叶
っ
た
。

　

ジ
ュ
ピ
タ
ー
（
木
星
）
の
曲
に
惹ひ

か
れ
て
楽ら

ら楽
ホ
ー
ル
へ
集
ま
っ
た

44
人
の
演
奏
者
。隣
り
で
演
奏
す
る
人
は
名
前
も
顔
も
知
ら
な
い
人
だ
が
、

音
楽
を
愛
す
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
。
心
が
一
つ
に
な
っ
た
演
奏
は
、

観
客
に
感
動
を
与
え
た
。



ワ
イ
ル
ド
　
ワ
イ
ル
ド
　
 ビ
ッ
グ
　
  
バ
ン
ド
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松  

川  

雄  

二 

さ
ん
【
ホ
ル
ン
】

W
ILD
  W
ILD
  BIG
  BAN

D
 

所
属

赤あ
か  

牛う
し  

亜  

紀 

さ
ん
【
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
】

な
が
わ
吹
奏
楽
団 

所
属

岩  

舘  

美み  

穂ほ 

さ
ん
【
フ
ル
ー
ト
】
一
般
参
加

田  

口  

利と
し  

啓ひ
ろ 

さ
ん
【
オ
ー
ボ
エ
】

二
戸
吹
奏
楽
団 

所
属

　とても響きのいいホー
ルで、気持ちよく演奏す
ることができました。ジ
ャンルにとらわれず、一
体感を得られることが吹
奏楽の魅力です。これか
らも、聞いている人に伝
わる演奏を目指していき
たいと思います。

　流れるような音の表現
が難しかったです。久し
ぶりの吹奏楽だったので、
新たな気持ちで演奏会に
臨み、とても楽しむこと
ができました。今後も練
習を重ね、時間があった
らまた参加してみたいと
思います。

　練習の時間がとれず、
本番に間に合わないかと
思いましたが、何とか形
になったかなという感じ
です。吹奏楽の魅力は重
厚なハーモニー。細く、
長くをモットーに、これ
からも楽しく演奏をして
いきます。

　いつもと違うメンバー
なので音を合わせるのが
大変でしたが、新鮮でも
ありました。木の温もり
が感じられる響きのいい
ホールでは、聞いている
人に音楽の素晴らしさを
伝えようという気持ちで
演奏しました。

　

防
災
行
政
無
線
放
送
か
ら
流
れ
る

チ
ャ
イ
ム
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
携
帯
電
話
の
着
信

音
。
わ
た
し
た
ち
は
、
音
に
包
ま
れ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
吹
奏
楽
や
合
唱
。
バ
ン
ド

を
組
ん
で
活
動
し
て
い
る
人
。
町
内
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
。
民
謡
を
唄
う
人

や
演
奏
す
る
人
な
ど
、
町
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
音
楽
に
か
か
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
出
場
常
連
校
と
な
っ
た

名
久
井
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
や
、
町

出
身
歌
手
の
人
た
ち
の
活
躍
も
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
果
樹
の
里
・
南
部

町
は
、
音
楽
の
里
と
し
て
の
一
面
も
併

せ
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
た
今
回

の
演
奏
会
。
そ
の
感
動
は
、
単
に
演
奏

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
美
し
い
旋
律
に
込
め
ら
れ
た

「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」「
一
人
の
力
で

は
不
可
能
な
こ
と
も
、
多
く
の
力
が

集
ま
れ
ば
可
能
に
な
る
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
感
じ
と
っ
た
か
ら
で
す
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
来
年
の
演
奏
と

い
う
夢
の
第
２
楽
章
へ
向
け
、
音
に
磨

き
を
か
け
て
い
ま
す
。
夢
は
待
つ
も
の

で
は
な
く
叶
え
る
も
の
。
夢
に
向
か
っ

て
あ
き
ら
め
ず
、
未
来
の
可
能
性
を
信

じ
て
わ
た
し
た
ち
も
今
、
こ
こ
か
ら
歩

き
出
そ
う
。

【Ｊupiter（ジュピター）】
イギリスの作曲家、グスタヴ・ホルストが 1914 年に作曲した作品で、太
陽系にある７つの惑星を壮大に描いた組曲「惑星」の第４曲。組曲「惑星」
は「マーズ（火星）」「ヴィーナス（金星）」「マーキュリー（水星）」「ジュ
ピター（木星）」「サターン（土星）」「ウラヌス（天王星）」「ネプチューン
（海王星）」の７曲で構成されている。全曲を通した演奏時間は約 50 分。

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
た
い

榊さ
か
き  　

  　

  

渉わ
た
る 

さ
ん
【
テ
ュ
ー
バ
】

ク
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

所
属

重
厚
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

吹
奏
楽
の
魅
力

久
々
の
吹
奏
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

聞
い
て
い
る
人
に

伝
わ
る
演
奏
を

ジュピターの旋律に魅せられて
ブラスの森スペシャルバンドに参加し

魅力的な演奏を披露したメンバーに伺いました

　練習は仕事の都合など
でメンバーが揃わず苦労
しましたが、演奏会では
全員の気持ちが一つにな
って、良い音の空間がで
きたと思います。これか
らもずっと、このような
演奏会を続けてほしいで
すね。

　普段はサックスを演奏
しているので、ホルンでの
演奏は3年ぶり。体力が持
つか心配でしたが、無事
終了してほっとしていま
す。中学校の吹奏楽部入
部がきっかけで始めた吹
奏楽。音楽は一生続けた
いと思います。

　演奏会では、これまで
の練習より一番うまく、
そして一番気持ちよく吹
くことができました。い
つもと違うメンバーでの
演奏は、新鮮でとても楽
しかったです。機会があ
ったら、ぜひ参加したい
と思います。

　演奏会本番でしか味わ
えない、しかも聞いてい
ただいたお客さん以上に、
ステージ上のメンバーは
感動と興奮を共感できた
と思います。音楽を楽し
むことのできる素敵な仲
間と、また演奏してみた
いです。

小  

泉  

さ
つ
き 

さ
ん
【
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
】

楽
団
Ａア

ル

カ

デ

ィ

ア

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ 

所
属

川  

上  

ひ
ろ
子 
さ
ん
【
バ
ス
ー
ン
】

八
戸
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

所
属

感
動
と
興
奮
を

メ
ン
バ
ー
と
共
感
で
き
た

七な
な  

崎さ
き  

良  

一 

さ
ん
【
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
指
揮
）】

八
戸
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

所
属

い
つ
も
と
違
う

新
鮮
な
演
奏
を
楽
し
め
た

3
年
ぶ
り
の
楽
器

無
事
に
終
了
し
て
、
ほ
っ

こ
の
演
奏
会
を

ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　

演
奏
会
当
日
は
、
感

動
し
て
震
え
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ジ
ュ

ピ
タ
ー
を
演
奏
す
る
と

い
う
企
画
で
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
た
の
で
す

が
、
結
果
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
絆
や
つ
な
が
り

と
い
う
宝
を
得
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
組
曲
「
惑

星
」
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
（
木

星
）
と
マ
ー
ズ
（
火
星
）

を
演
奏
し
ま
す
が
、
将

来
的
な
夢
は
組
曲
「
惑

星
」
の
７
曲
を
演
奏
す

る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
管

楽
器
で
あ
ら
ゆ
る
曲
を

表
現
し
た
い
と
思
い
、

活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

は
違
う
音
の
楽
し
み
方

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

演奏会では感動で震えが止まらなかった
ブラスの森演奏会実行委員会
代表　根　市　幸　一　さん（上名久井）

【
巻
末
特
集
・
ブ
ラ
ス
の
森
演
奏
会
／
終
】

人が集い、音が深まる。
その時、夢は叶った。
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◇条　例
南部町議会の議決すべき事件を定める条例 原案可決
南部町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例 〃

南部町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第 10 条第 1項の
規定に基づく準則を定める条例

〃

南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例 〃
南部町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃
南部町町税条例の一部を改正する条例 〃
南部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃
南部町遺児入学祝金等支給条例の一部を改正する条例 〃
南部町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例 〃
南部町介護保険条例の一部を改正する条例 〃
南部町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 〃
南部町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例 〃
南部町営住宅条例の一部を改正する条例 〃

第
20
回
３
月
定
例
会
は
、

３
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で

10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
平
成
21
年
度
各
会
計
予

算
、
平
成
20
年
度
各
会
計 

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改

正
、
人
事
案
件
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
各
会

計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
工
藤
幸
子
委
員
長
）
に
付

託
さ
れ
、
３
月
９
・
10
日
に

審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
町
側
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　

任
命
に
同
意

平
成
21
年
度
一
般
会
計

予
算
額
95
億
６
千
万
円

◇陳　情
法務局職員の増員に関する陳情書 原案可決
国外で作製された歯科医療用補てつ物（入れ歯等）の取り扱いに関する意見書採択を求める陳情書 〃

◇議員提出意見書
国外で作製された歯科医療用補てつ物等の取り扱いに関する意見書案

※詳しい議案審議内容は、議会事務局までお問い合わせください。

　

第
21
回
4
月
臨
時
会
は

4
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
報
告
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
平
成

20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
な
ど
14
件
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
回
南
部
町
議
会

臨
時
会
に
つ
い
て

◇条　例
南部町町税条例等の一部を改正する条例 原案承認
南部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃

南部町過疎地域における固定資産税の特別措置に関する条例及び南部町承認企業立地計画に従って設置
される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例

〃

◇契　約
工事請負契約の締結 ( 南部町立向小学校屋内運動場耐震改修工事 ) 原案可決

◇予　算
平成 20 年度南部町一般会計および特別会計補正予算 (５件 ) 原案承認
平成 21 年度南部町一般会計補正予算 原案可決

◇その他
指定管理者の指定 ( 南部町名川りんご集出荷貯蔵センター ) 原案承認
平成 20 年度南部町一般会計及び特別会計繰越計算書 (３件 ) 報　告

主 

な 

質 

疑

◇人　事
南部町教育委員会委員の任命 原案同意
南部町固定資産評価審査委員会委員の選任 〃
南部町大字上名久井財産区管理会委員の選任 〃
南部町大字平財産区管理会委員の選任 〃
南部町大字平字下平外 14 字財産区管理会委員の選任 〃

◇予　算
平成 21 年度南部町一般会計及び特別会計予算 (21 件 ) 原案可決
平成 20 年度南部町一般会計および特別会計補正予算 (11 件 ) 〃

◇その他
指定管理者の指定について (4 件 ) 原案可決
南部町道路線の認定 〃
青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更に係る協議 〃

◇議員発議
南部町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に係る条例の一部改正 原案可決

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

質　

問

　

介
護
納
付
金
課
税
額
に
係

る
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
、
介
護
保
険
料
見
直
し
に

伴
っ
て
毎
回
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
く
も
の
な
の
か
。ま
た
、

今
後
据
え
置
き
や
引
き
下
げ

は
あ
る
か
。

回　

答

　

介
護
保
険
料
の
納
付
額
の

金
額
は
、
第
1
期
で
あ
る
平

成
12
年
か
ら
の
上
限
額
7
万

円
か
ら
年
々
上
が
っ
て
お

り
、
第
4
期
は
平
成
21
年

度
か
ら
で
上
限
額
を
10
万

円
に
改
め
る
も
の
で
す
。
必

ず
毎
年
上
が
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
介
護
の
需
要
に

対
し
て
は
上
昇
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇
平
成
21
年
度
南
部
町
一
般

会
計
予
算

質　

問

　

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
整
備

工
事
の
進
ち
ょ
く
率
は
。
ま

た
、
完
成
後
は
ど
の
よ
う
な

活
用
、
管
理
を
す
る
の
か
。

回　

答

　

平
成
20
年
度
の
進
ち
ょ
く

率
は
、
現
在
考
え
て
い
る
計

画
全
体
の
72
・
8
㌫
を
完
了

し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

に
予
定
し
て
い
る
工
事
を
含

め
る
と
進
ち
ょ
く
率
は
88
・

9
㌫
に
な
る
予
定
で
す
。

　

完
成
後
は
名
川
中
学
校 

と
連
携
を
図
り
、
学
校
開
放

に
よ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
中

学
校
は
も
と
よ
り
、
町
民
に

も
多
く
活
用
で
き
る
管
理
を

考
え
て
い
ま
す
。

※
３
月
定
例
会
本
会
議
や

予
算
特
別
委
員
会
で
の
議

案
に
対
す
る
質
疑
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

主
な
案
件

宮  

本  

佳  

悦
（
斗
賀
）

３月定例会に提出された案件と審議結果

４月臨時会に提出された案件と審議結果

主
な
案
件

◇
工
事
名

　

南
部
町
立
向
小
学
校
屋
内

　

運
動
場
耐
震
改
修
工
事

◇
工
事
場
所

　

大
字
大
向
地
内

◇
契
約
金
額

　

５
千
２
５
０
万
円

◇
契
約
先

　

株
式
会
社　

四
戸
工
業

◇
予
定
価
格

　

５
千
２
９
０
万
円

◇
落
札
率

　

94
・
５
㌫

議会だより
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質　

問　

合
併
し
て
南
部
町

に
な
り
3
年
が
経
過
。
分
権

時
代
の
自
治
体
と
し
て
の
町

職
員
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

そ
れ
に
対
し
、
町
長
は
南
部

町
職
員
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

本
町
に
お
い
て

は
現
時
点
で
県
の
事
務
で

あ
っ
た
も
の
が
町
の
事
務
と

し
て
移
譲
さ
れ
た
も
の
が
16

項
目
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
21
年
4
月
か
ら
移
譲
さ
れ

る
も
の
が
6
項
目
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
地
方

自
治
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
権

限
の
移
譲
等
が
行
わ
れ
、
本

町
と
し
て
も
「
町
」
と
し
て

の
果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
大

き
く
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
国
や

県
主
導
の
基
準
的
な
行
政
か

ら
、
前
例
の
な
い
新
し
い
政

策
や
事
業
を
企
画
立
案
し
、

そ
れ
を
迅
速
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
「
職
員
は
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
か

つ
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
を
挙
げ
て
専
念
す

る
」
と
、
最
も
基
本
的
な
部

分
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
町
民
と
接
す
る

と
き
に
は
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、

わ
た
し
も
就
任
し
て
再
三
に

わ
た
っ
て
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
に

は
ま
だ
思
い
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
職
員
も
見
受
け
ら
れ

る
の
も
事
実
で
す
が
、
一
生

懸
命
、
積
極
的
に
そ
う
い
う

行
動
を
と
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
職
員
が
い
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
し
て
、
町
民
の
方
々

が
ど
う
い
う
用
件
で
来
て

い
る
の
か
、
そ
こ
を
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応
を
し
て

い
く
。
一
番
行
政
で
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
よ
く
言
わ
れ
る
た
ら
い

回
し
で
す
。
課
長
会
議
に
お

い
て
も
毎
回
の
ご
と
く
言
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
職
員
の
「
人

材
の
育
成
」
が
肝
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
専
門

分
野
で
の
研
修
の
充
実
や
職

員
の
柔
軟
な
発
想
力
や
先
見

性
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

視
野
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
、
他
自
治
体
等
と
の
人
事

交
流
に
よ
る
積
極
的
な
参
加

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人

材
育
成
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
職
員

の
指
導
に
つ
い
て
は
、
当
然

わ
た
し
の
指
示
の
も
と
に
副

町
長
た
ち
の
職
員
管
理
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
こ

は
、
町
長
、
副
町
長
、
担
当

課
長
含
め
て
さ
ら
に
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問　

近
年
、
河
川
そ
の

も
の
に
親
し
む
親
水
性
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
高
齢

化
に
伴
い
、
護
岸
工
事
の
未

整
備
の
場
所
、
一
部
整
備
の

場
所
、
一
定
の
整
備
さ
れ
た

場
所
を
利
用
し
て
住
民
が
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
安
ら
ぎ

を
感
じ
ら
れ
る
公
園
づ
く
り

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
計
画
は
。

町
長
答
弁　

当
町
に
は
馬
淵

川
の
河
川
改
修
工
事
等
で

整
備
し
た
公
園
が
3
カ
所
あ

り
、
下
流
か
ら
福
地
地
区
の

馬
淵
川
遊
水
池
公
園
、
名
川

地
区
の
馬
淵
川
親
水
公
園
、

南
部
地
区
の
す
み
や
の
河
川

公
園
で
す
。

　

い
ず
れ
の
公
園
も
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
公
園
で
、
周

辺
に
は
河
川
特
有
の
自
然
が

あ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
河
川
に
親
し
み
憩
う
こ

と
の
で
き
る
公
園
で
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
現
在
、
合

併
し
た
3
地
区
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
公
園
が
あ
り
ま
す

の
で
、
新
た
に
親
水
公
園
を

整
備
す
る
と
い
う
考
え
は
現

在
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
を
大
事
に
し
な
が
ら

環
境
整
備
を
す
る
。
こ
れ

が
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
の
整

備
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
住
民
の
方
々
も
自
分
た
ち

の
馬
淵
川
だ
と
、
そ
う
い
う

観
点
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
各

種
団
体
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

も
醸
成
し
な
が
ら
環
境
管
理

に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質　

問　

県
立
高
等
学
校
教

育
改
革
第
3
次
実
施
計
画

に
伴
い
、
町
内
の
高
等
学
校

存
続
を
願
う
住
民
の
声
に
対

し
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

地
域
ぐ
る
み
で

推
進
す
る
た
め
に
新
学
科
検

討
委
員
会
的
な
も
の
を
組
織

し
て
、
意
見
を
集
約
し
て
い

く
こ
と
が
大
変
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

名
久
井
農
業
高
校
の
存
続

と
学
科
設
置
に
つ
い
て
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
強
く
働
き

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
南
部
工
業
高
校

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
県
立

高
等
学
校
教
育
改
革
第
3
次

実
施
計
画
が
県
議
会
で
了
承

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
実

的
に
は
非
常
に
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

質　

問　

南
部
町
多
目
的
バ

ス
の
平
成
20
年
度
利
用
者
数

の
増
減
は
。

町
長
答
弁　

運
行
開
始
か
ら

9
カ
月
間
の
利
用
者
は
、
町

内
を
横
断
す
る
三
戸
駅
〜
バ 

ー
デ
ハ
ウ
ス
線
の
利
用
者
が

2
万
2
千
4
1
3
人
で
全
体

の
64
%
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
数
の
推
移
は
、
運

行
開
始
か
ら
順
調
に
増
加
し 

て
お
り
、
運
行
当
初
1
カ
月 

間
の
利
用
者
数
が
3
千
8
6

人
で
し
た
が
、
1
月
の
利
用 

者
数
は
4
千
7
0
7
人
で
、 

単
純
な
比
較
で
す
が
、
52
%

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質　

問　

福
地
地
区
の
ス
ク 

ー
ル
バ
ス
と
、多
目
的
バ
ス
と

の
一
本
化
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
と
り
あ
」
へ

の
送
迎
バ
ス
と
多
目
的
バ
ス

の
一
本
化
を
実
施
す
る
こ
と

で
調
整
し
て
お
り
、
平
成
21

年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
多
目
的
バ
ス
の
一
本
化

に
つ
い
て
は
、
学
校
統
合
に

お
け
る
経
緯
、
通
学
時
に
お

け
る
安
全
性
の
確
保
、
学
校

行
事
に
合
わ
せ
た
弾
力
的
な

運
行
維
持
な
ど
多
く
の
調
整

す
べ
き
点
が
あ
り
、
今
後
も

協
議
検
討
を
続
け
、
効
率
的

な
バ
ス
運
行
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

役
場
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
土
・
日
・
祭

日
の
業
務
開
設
を
検
討
願
い

た
い
が
。

町
長
答
弁　

平
成
21
年
4

月
か
ら
、
休
日
の
窓
口
業
務

を
試
行
的
に
開
設
す
る
方
向

で
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
生
活
課
の
あ
る
南
部

分
庁
舎
に
職
員
2
名
を
配
置

し
、
毎
月
第
1
・
第
3
土
曜

日
の
午
前
中
と
し
、
平
日
の 

延
長
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
3
庁
舎
で
午
後

6
時
ま
で
延
長
を
し
ま
す

が
、
利
用
者
数
が
少
な
い
た

め
、
休
日
窓
口
業
務
開
設
に

よ
る
職
員
の
負
担
も
考
え
、

午
後
4
時
ま
で
の
予
約
制
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問　

平
成
20
年
度
の

名
川
病
院
の
収
支
見
込
み

は
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
い
く
ら
か
。

町
長
答
弁　

総
収
入
約
9
億 

9
千
3
0
0
万
円
、総
支
出
約

9
億
4
千
8
0
0
万
円
を 

見
込
み
、
約
4
千
5
0
0
万

円
の
純
利
益
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

病
院
事
業
へ
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
は
、
総
省
自

治
財
政
局
長
通
知
に
よ
り
、

病
院
の
建
設
改
良
に
要
す
る

経
費
お
よ
び
救
急
医
療
の
確

保
に
要
す
る
経
費
、
他
高
度

医
療
に
要
す
る
経
費
な
ど 

を
繰
り
出
し
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
の
総
額
は

1
億
1
千
9
4
3
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
額

は
病
院
分
と
し
て
地
方
交
付

税
に
算
入
さ
れ
て
い
る
額
分

で
す
。

質　

問　

国
、
県
か
ら
来
る

補
助
金
・
交
付
税
は
ど
の
く

ら
い
か
。
そ
の
内
訳
は
。

町
長
答
弁　

国
補
助
金
は
、

医
療
機
器
整
備
に
対
す
る
国 

保
調
整
交
付
金
な
ど
総
額
7
 

8
0
万
6
千
円
。
県
補
助
金 

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

整
備
事
業
に
1
5
3
万
2
千 

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

交
付
税
は
、
普
通
地
方
交 

付
税
と
特
別
交
付
税
の
算
定 

総
額
1
億
1
千
6
4
6
万
１ 

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質　

問　

民
設
民
営
に
す
る

の
か
、
今
ま
で
ど
お
り
公
設

公
営
で
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

現
在
の
医
療
サ 

ー
ビ
ス
に
、
町
の
保
健
・
福

祉
業
務
や
地
域
医
療
を
継
続

し
て
担
う
も
の
で
す
。
外

来
・
入
院
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
健
康
づ
く
り
や
福
祉
サ 

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
場

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
番
大

事
な
の
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
地
域
医
療
を
守
る
。
そ
し

て
、
医
局
の
考
え
を
聞
き
、

尊
重
し
な
が
ら
、
運
営
方
針

を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
そ
し
て
医
局
、

関
係
ス
タ
ッ
フ
も
安
心
し
て

仕
事
が
で
き
る
、
そ
う
い
う

総
体
的
な
こ
と
か
ら
公
設
公

営
で
の
考
え
で
い
き
た
い
。

南
部
町
職
員
の

状
況
に
つ
い
て

河
川
工
事
と
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

工藤 幸子 議員

一  
般　

質　

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

馬淵川親水公園（下名久井字白山下川原地内）

夏堀 文孝 議員

福地地区を走る南部町多目的バス

今
年
度
一
般
質
問
し
た

事
項
の
点
検
と
検
証

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て

議会だより
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質　

問　

当
町
は
、
農
産
物

に
恵
ま
れ
、
県
内
で
も
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
生
産
・

販
売
に
取
り
組
ん
で
今
日
に 

至
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
行 

っ
て
き
た
施
策
と
今
後
の
課

題
は
。

町
長
答
弁　

作
業
環
境
の
整

備
と
高
品
質
・
多
収
穫
を
目

指
し
、
県
の
補
助
に
町
が
上

乗
せ
す
る
形
で
補
助
事
業
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
団
体
に
研
修

費
の
助
成
を
行
い
、
人
づ
く

り
を
基
本
と
し
て
団
体
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

流
通
面
は
、
町
内
の
直
売

所
の
施
設
充
実
を
進
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
宣
伝

活
動
を
通
じ
、
地
元
農
産
物

販
売
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
町
の
町
営
地
方
卸
売
市
場

は
地
域
の
農
業
振
興
を
目
的

と
し
、
大
量
販
売
可
能
な
こ

と
か
ら
、
流
通
面
で
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
担
い
手
不
足
や

高
齢
化
の
問
題
、
経
済
情
勢

の
悪
化
な
ど
厳
し
い
環
境
に

あ
り
、
町
で
は
担
い
手
確
保

を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
か

ら
町
独
自
に
「
新
規
就
農
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
経
営
者
を
支
援

し
て
い
く
た
め
、
町
が
認
定

す
る
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

質　

問　

農
家
の
費
用
に
見

合
っ
た
販
売
価
格
の
維
持
と

向
上
対
策
は
。

町
長
答
弁　

価
格
安
定
を
目

的
に
、
一
部
の
農
産
物
で
一

定
の
販
売
価
格
を
下
回
っ
た 

場
合
に
補
て
ん
さ
れ
る
「
価

格
安
定
対
策
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。
果
樹
関
係
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
県
が
実
施

し
て
い
る
「
り
ん
ご
緊
急
受

給
調
整
対
策
事
業
」が
あ
り
、

販
売
価
格
維
持
の
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
生
産
者
の
生
産

技
術
向
上
を
図
り
、
補
助
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

農
・
工
・
商
が
連

携
し
て
新
た
な
宣
伝
、販
売
、

付
加
価
値
向
上
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
後
継
者
も
育
た
な

い
と
思
う
が
、
具
体
策
は
。

町
長
答
弁　

旧
南
部
地
区
に

お
い
て
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ

ク
ラ
ー
ク
を
使
用
し
た
ワ
イ

ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
。

旧
福
地
地
区
に
お
い
て
は
、

ニ
ン
ニ
ク
を
使
用
し
た
菓

子
、
苫
米
地
米
を
使
用
し
た

清
酒
。
旧
名
川
地
区
に
お
い

て
は
「
達
者
村
特
産
品
認
証

制
度
」
を
制
定
し
、
町
民
が

製
造
す
る
特
産
品
に
つ
い
て

「
達
者
村
特
産
品
」
と
し
て
認

証
マ
ー
ク
を
表
示
し
、生
産
、

製
造
、
宣
伝
販
売
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

質　

問　

現
在
の
町
の
体
制

は
。
主
な
方
針
な
ど
、
予
算

を
示
し
て
ほ
し
い
。

町
長
答
弁　

除
雪
作
業
は
委

託
業
者
が
実
施
し
て
お
り
、

除
雪
事
業
計
画
に
基
づ
い

て
、
降
雪
状
況
、
気
象
情
報

等
を
勘
案
し
、
お
お
む
ね
積

雪
10
㌢
で
作
業
を
開
始
し
て

い
ま
す
。路
線
に
よ
っ
て
は
、

10
㌢
以
下
で
も
交
通
に
支
障

を
き
た
す
場
合
は
、
出
動
し

て
い
ま
す
。

　

排
雪
作
業
は
基
本
的
に
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
住
宅

密
集
地
域
で
は
必
要
と
判
断

し
た
場
合
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
対

策
に
、
急
こ
う
配
箇
所
や
急

カ
ー
ブ
等
を
重
点
に
、
凍
結 

防
止
剤
散
布
を
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
は
す
べ
て
一
般
財
源 

で
、
平
成
19
年
度
3
千
4

 
0
 

0
万
円
、
平
成
20
年
度
は
1

月
末
現
在
で
3
千
6
0
0
万 

円
と
な
っ
て
お
り
、
４
千
万

円
前
後
か
ら
約
5
千
万
円
弱

が
、
年
間
の
除
雪
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質　

問　

除
雪
に
よ
る
苦

情
、
要
望
、
改
善
な
ど
意
見

や
提
言
へ
の
対
応
は
。

町
長
答
弁　

直
接
対
応
で
き

る
内
容
や
現
地
を
確
認
し

て
か
ら
判
断
す
る
場
合
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
を
詳
し

く
説
明
し
、
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
善

策
の
提
言
も
検
討
し
、
実
現

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
今

後
の
除
雪
事
業
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

質　

問　

今
後
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
住
民
協
働
意
識
の
具

体
化
に
よ
る
経
費
削
減
等
の

た
め
に
従
来
の
施
策
方
法
で

改
め
る
点
は
。

町
長
答
弁　

歩
道
の
除
雪
は

地
域
住
民
と
密
接
に
連
携
す

る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
協
力

に
よ
る
歩
行
者
区
間
確
保
の

た
め
、
町
内
会
等
へ
の
小
型

除
雪
機
の
貸
与
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
地
域
住
民

活
動
が
拡
大
す
る
こ
と
で
協

働
意
識
も
高
ま
り
、
除
雪
経

費
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、ま
ず
道
路
、

歩
道
を
し
っ
か
り
と
、
住
民

の
方
々
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
に
、
早
く
車
両
が
通
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

改
善
計
画
、
除
雪
計
画
で

議
論
し
、
よ
り
よ
い
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

質　

問　

や
む
を
得
な
い
事

情
で
家
を
離
れ
て
い
る
人
な

ど
に
も
、
漏
れ
な
く
給
付
す

る
の
か
。

町
長
答
弁　

平
成
21
年
2
月

1
日
現
在
で
各
市
区
町
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
の
ほ
か
、
外
国
人

登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
給
付

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
一
時
的
に
家

を
離
れ
て
い
る
方
は
、
住
所

を
異
動
し
な
い
限
り
住
所
を

登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
で

給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
南
部
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、
外

国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の

す
べ
て
に
定
額
給
付
金
が
給

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

質　

問　

現
金
あ
る
い
は
商

品
券
に
そ
れ
ぞ
れ
選
択
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
商
品
券
の

場
合
、
ど
こ
で
も
使
え
、
無

期
限
で
使
え
る
よ
う
に
す
る

考
え
は
。

町
長
答
弁　

世
帯
主
等
が
指

定
す
る
金
融
機
関
の
口
座
へ

の
振
り
込
み
に
よ
る
給
付
を

基
本
と
し
て
、
金
融
機
関
の

口
座
を
持
っ
て
い
な
い
方
の

み
窓
口
で
の
現
金
に
よ
る
給

付
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成

11
年
度
の
地
域
振
興
券
の

よ
う
に
町
で
商
品
券
を
発
行

し
て
給
付
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
現
金
ま
た
は
商
品
券

と
い
う
選
択
が
で
き
な
い
給

付
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
が
商
品
券
を
発

行
す
る
よ
う
な
内
容
で
誤
解

さ
れ
や
す
い
報
道
を
さ
れ
ま

し
た
が
、
お
得
感
の
あ
る
商

品
券
に
つ
い
て
は
、
定
額
給

付
金
の
給
付
に
合
わ
せ
て
、

で
き
る
だ
け
地
元
で
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
の
商

工
会
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
結
び
つ
け
よ
う
と
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
商
品
券

は
、
商
工
会
の
募
集
に
参
加

し
た
町
内
の
商
店
で
使
え
、

定
額
給
付
金
の
支
給
期
間
、

申
請
期
間
が
6
カ
月
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
商
品
券
の
使

用
期
間
は
、
6
カ
月
以
内
と

考
え
て
い
ま
す
。

質　

問　

4
月
か
ら
実
施
予

定
の
介
護
保
険
、
要
介
護
認

定
の
仕
組
み
が
新
方
式
に
変

わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

利
用
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
す
る
際
の
判
断
基
準
が
大

き
く
変
え
ら
れ
、
実
態
に
合

わ
な
い
要
介
護
度
の
判
定
が

で
る
と
不
安
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
政
府
に
判
断
基
準
を

見
直
す
よ
う
働
き
か
け
る
考

え
は
。

町
長
答
弁　

常
に
改
善
、
見

直
し
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
い
た
認
定
調
査
お
よ
び
審

査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
政
府
に

働
き
か
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

審
査
お
よ
び
判
定
に
つ
い

て
は
、
公
正
か
つ
公
平
に
、

全
国
一
律
に
基
準
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
退

院
さ
れ
た
時
期
の
新
規
申
請

時
と
比
べ
、
6
カ
月
経
過
し

た
介
護
認
定
更
新
時
に
は
本

人
の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
場

合
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
判

定
結
果
の
介
護
度
が
下
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

認
定
調
査
お
よ
び
審
査
を
受

け
た
後
、
申
請
者
の
心
身
状

況
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に

は
変
更
申
請
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況

が
改
善
さ
れ
、
そ
の
上
で
介

護
度
が
下
が
る
こ
と
は
よ
い 

こ
と
で
す
が
、
利
用
者
や
家

族
が
不
安
を
感
じ
な
い
よ

う
、
必
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
が
適
正
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
高
齢
者
の
方
が

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
が
暮
ら
せ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
内
の
病
院
等
側

に
障
害
者
自
立
支
援
に
必
要

な
書
類
を
置
く
よ
う
改
善
す

る
考
え
は
。
近
隣
の
市
町
村

で
は
患
者
本
人
や
家
族
が
役

所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、

手
続
が
簡
単
に
と
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

病
院
側
に
所
得
税
に
関
す
る

調
査
の
同
意
書
を
置
く
こ
と

で
、
役
場
と
し
て
も
業
務
の

短
縮
化
に
な
る
の
で
は
。

町
長
答
弁　

本
来
、
申
請
や

受
け
付
け
は
行
政
側
の
職
務

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
申
請
者
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
町
内
の
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
病
院
側
の
厚
意
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の 

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
、
町
と

し
て
は
今
後
、
申
請
書
類
の

備
え
つ
け
を
関
係
病
院
に
お 

願
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思 

っ
て
い
ま
す
。

根市  勲 議員

南部中学校前町道の除雪作業

農
家
の
所
得
向
上

対
策
と
農
産
物
流

通
対
策
に
つ
い
て

立花 寛子 議員

４月 27 日から発売されたプレミアム商品券

定
額
給
付
金
に
つ
い
て

新
方
式
に
よ
る
要
介
護

認
定
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
の

申
請
に
つ
い
て

町
道
の
除
排
雪

対
策
に
つ
い
て

議会だより
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質　

問　

町
立
病
院
改
築
の

構
想
、
計
画
、
建
設
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
報
告
書
が
作
成

さ
れ
、
庁
内
会
議
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
で
ど
の
よ
う
な
事

を
協
議
し
た
の
か
。

町
長
答
弁　

合
併
時
よ
り
町

の
重
要
施
策
と
し
て
掲
げ
、

新
築
移
転
計
画
は
平
成
19

年
1
月
の
議
員
全
員
協
議
会

に
お
い
て
説
明
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
具
体
的
な
構

想
が
見
え
に
く
い
と
の
意
見

も
あ
り
、
平
成
19
年
度
に
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

町
総
合
振
興
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
明
記
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
19

年
11
月
に
開
催
し
た
議
員
全

員
協
議
会
に
お
い
て
説
明
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
医
療
制
度
改
革

な
ど
、
公
立
病
院
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
動
向
に
も
留
意
し
な
が

ら
検
討
し
て
き
た
た
め
、
国

や
県
の
動
向
や
構
想
の
実
現

性
を
考
慮
し
、
内
部
検
討
を

行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
昨
年
9
月
、
庁
内
の
関

係
課
長
会
議
と
と
も
に
、
5

つ
の
関
係
課
等
を
含
め
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
称
し

内
部
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
検
討
内
容
に

よ
っ
て
は
、
当
然
必
要
に
応

じ
て
議
会
へ
報
告
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質　

問　

計
画
を
進
め
る
の 

で
あ
れ
ば
経
営
形
態
や

移
転
の
規
模
・
場
所
・
予

算
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
か
。

町
長
答
弁　

計
画
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
財
政
負
担

や
移
転
場
所
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

財
源
は
起
債
に
よ
る
建
設

が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
県
と

の
協
議
お
よ
び
国
の
許
可
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
医
療
計

画
に
基
づ
く
病
床
数
や
八
戸

圏
域
に
お
け
る
自
治
体
病
院

の
市
町
村
関
係
者
と
の
協
議

も
必
要
で
す
。
当
然
、
議
員

と
の
協
議
を
経
て
、
今
後
は

町
民
も
含
め
た
建
設
委
員
会

等
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質　

問　

定
住
自
立
圏
構
想

の
具
体
的
な
議
論
の
進
ち
ょ

く
状
況
と
の
兼
ね
合
い
や
、

近
隣
町
村
、
町
内
外
の
医
療

関
係
者
と
の
協
議
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

協
調
と
い
う
視
点
で
病
院
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

八
戸
地
域
保
健

医
療
圏
内
の
公
立
病
院
は
、

国
の
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
お
い
て
再
編
成
の

検
討
が
必
要
と
さ
れ
、現
在
、

八
戸
市
立
市
民
病
院
が
事
務

局
と
な
り
協
議
を
進
め
、
八

戸
圏
域
の
自
治
体
病
院
を
有

す
る
市
町
村
へ
理
解
を
求
め

て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
八
戸
市
で
進
め
る

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
お

い
て
は
当
町
も
参
画
し
て
お

り
、
医
療
、
福
祉
の
生
活
機

能
の
強
化
に
向
け
た
連
携
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

近
隣
町
村
、
町
内
外
の
医

療
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
病
院
間
の
連
携
や
診
療
所

と
の
連
携
体
制
を
と
っ
て
お

り
、
今
後
も
周
辺
医
療
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
医
療
の
一
層
の
充
実
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質　

問　

新
聞
記
事
に
は
、

「
移
転
候
補
地
白
紙
」
の
方

針
を
議
員
全
員
協
議
会
に
報

告
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁　

合
併
後
の
利
便

性
も
考
え
、
改
め
て
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
と
申
し
上
げ

た
は
ず
で
す
。こ
の
場
合
は
、

あ
る
程
度
提
案
し
て
協
議
す

る
手
法
や
、
広
く
意
見
を
聞

い
て
決
定
す
る
手
法
な
ど
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
議
員
の
方
へ
混

乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
決
め
て
進
め

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

質　

問　

こ
の
計
画
は
一
度

白
紙
に
戻
し
て
最
初
か
ら
議

論
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

南
部
町
総
合
振

興
計
画
に
お
い
て
も
承
認
を

受
け
て
い
る
も
の
で
、
地
域

医
療
の
必
要
性
と
住
民
の
安

心
を
考
え
、
白
紙
に
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質　

問　

百
年
に
一
度
の
危

機
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

こ
と
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
。

町
長
答
弁　

国
の
景
気
対
策

に
沿
っ
た
形
で
事
業
を
展
開

し
、
少
し
で
も
早
い
経
済
状

況
の
好
転
を
目
指
し
事
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
定
額
給
付
金

で
す
が
、
地
元
の
消
費
拡
大

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
事
業
で
す
。
主
に

公
共
施
設
改
修
事
業
等
の
公

共
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
元
企
業
の
活
性
化
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
緊
急
雇
用
対

策
事
業
で
す
。
学
校
や
道
路

等
の
環
境
美
化
に
資
す
る
た

め
の
臨
時
職
員
を
雇
用
し
、

雇
用
情
勢
の
改
善
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、
世
界
的
な
経
済
状
況

の
悪
化
に
よ
る
急
速
な
景
気

後
退
に
伴
い
、
企
業
収
益
の

赤
字
に
よ
り
法
人
税
は
大
幅

な
減
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
南
部
町
に
お
け
る
法
人

税
は
約
4
千
万
円
と
町
税
全

体
の
2
・
5
㌫
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
税
収
の
影
響

は
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
っ
て
い
る
法
人
税
の

大
幅
な
減
額
に
よ
る
町
へ
の

影
響
は
甚
大
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
地
方
交
付
税
は

配
慮
さ
れ
た
額
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
22
年
度
以
降

は
見
通
し
の
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
務
改

善
の
実
施
や
町
村
合
併
時
か

ら
の
懸
案
事
項
の
見
直
し
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
歳
入
確
保

と
歳
出
削
減
等
に
向
け
、
職

員
一
同
力
を
出
し
合
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
、
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
や
財
政
運

営
計
画
等
を
策
定
し
、
毎
年 

計
画
額
に
対
し
て
の
実
績
額

の
検
証
を
行
い
、
財
政
健

全
化
に
努
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
町
債
発
行
額
を

元
金
償
還
額
の
範
囲
内
に
と

ど
め
、
町
債
残
高
の
縮
減
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
が
、
国
の
方
針
に
よ
り

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状

に
お
い
て
は
、
建
設
事
業
に

充
当
す
る
通
常
債
の
残
高
を

増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
原
則

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

米
の
生
産
調
整
撤

廃
の
議
論
が
、
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増

え
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
議
論
の
前
提
に
は
、
農

家
の
自
然
淘
汰
が
あ
る
と
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
農
政
に

お
け
る
大
き
な
転
換
期
の
到

来
を
感
じ
ま
す
。

　

農
業
立
町
を
掲
げ
る
当
町

と
し
て
は
、
現
状
打
破
の
施

策
と
し
て
、
ど
う
の
よ
う
な

計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

南
部
町
総
合
振

興
計
画
で
は「
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ

き
、
活
力
に
満
ち
た
産
業
の

振
興
」
を
施
策
の
大
綱
に
掲

げ
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
主
な
内
容
は
、
①
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
、
②
農

業
の
担
い
手
な
ど
の
育
成
、

③
農
地
集
積
及
び
耕
作
放
棄

地
発
生
防
止
、
④
新
規
就
農

者
及
び
後
継
者
の
発
掘
・
育

成
・
確
保
、
⑤
産
直
施
設
の

整
備
・
充
実
な
ど
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

今
、
ど
う
い
う
形
で
生
産

調
整
に
よ
っ
て
米
農
家
が
守

ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
生

産
調
整
に
つ
い
て
本
当
に
な

く
し
て
い
い
の
か
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
安
易
に
な
く
し

て
も
そ
の
分
、
恐
ら
く
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
い
る
米
は
そ
れ

で
も
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
じ

ゃ
な
い
米
の
場
合
に
、
今
以

上
に
価
格
が
間
違
い
な
く
下

が
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
の

地
域
の
お
米
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
米
生
産
地
域
中
心

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
の
も
考
え
な

が
ら
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

質　

問　

農
政
の
大
転
換
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
農
業
者

自
ら
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解

消
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て

農
業
の
法
人
化
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
生
産
の
プ
ロ
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
商
品
化
か

ら
販
売
ま
で
を
含
め
た
経
営

形
態
を
目
指
す
方
向
性
も
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
小
規
模
や
零
細

農
家
は
、
諸
問
題
の
解
消

と
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
集
落
営
農
組
織
等
で
構

成
す
る
特
定
農
業
法
人
に
参

画
し
て
経
営
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
も
一
つ
の
対
応
策
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

質　

問　

青
森
公
立
大
学
よ

り
報
告
の
あ
っ
た
「
果
物
一

次
加
工
品
に
関
す
る
調
査
結

果
・
分
析
報
告
」
を
、
町
は

ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
の
か
。

町
長
答
弁　

加
工
形
態
を
工

夫
す
る
こ
と
で
需
要
増
加
の

可
能
性
が
あ
り
、
首
都
圏
は

果
物
の
一
次
加
工
品
に
対
し

て
常
に
需
要
が
あ
り
「
お
い

し
さ
と
安
全
性
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
加
工
メ
ー
カ
ー
や

商
品
製
造
業
者
あ
る
い
は
食

材
卸
売
業
者
、
飲
食
店
へ
の

販
路
開
拓
が
そ
の
ま
ま
効
果

に
直
結
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
県
内
に
は
加
工
方
法
の

研
究
、
保
存
、
流
通
へ
の
対

応
を
、
企
業
と
の
連
携
に
よ

り
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
結
果
報
告
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
監
修
・
分

析
を
行
っ
た
青
森
公
立
大
学

の
香
取
教
授
で
す
が
、
達
者

村
な
ど
の
各
種
事
業
を
展
開

し
て
い
る
当
町
を
モ
デ
ル
町

と
し
た
農
産
加
工
品
需
要
拡

大
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計

画
し
、
青
森
県
市
町
村
戦
略

会
議
の
支
援
を
受
け
、
平
成

20
年
度
か
ら
の
２
カ
年
に
わ

た
り
調
査
研
究
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
19
年
度
の

調
査
結
果
お
よ
び
平
成
20
年

度
か
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
結
果
を
も
と
に
、
農
商
工

連
携
促
進
等
に
よ
る
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
、
農
業
・
商

業
・
工
業
の
事
業
者
等
へ
の
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

工藤 久夫 議員

名
川
病
院
移
転
新
築

計
画
に
つ
い
て

今
後
の
町
財
政

運
営
に
つ
い
て

川守田 稔 議員

町
の
農
業
政
策

に
つ
い
て

議会だより
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７月１日水11時30分／すぱーく名川
７月２日木13時30分／すぱーく名川
７月３日金18時／すぱーく名川
７月５日日 ９時／高瀬南沢山さくらんぼ公園
７月５日日12時40分／剣吉公民館（10時 受付）

【さくらんぼ狩りグラウンドゴルフ大会】

【さくらんぼ種飛ばし大会】 
【さくらんぼ品評会】
【さくらんぼ狩りセレモニー】
【さくらんぼとふれあいの夕べ】さくらんぼとふれあいの夕べ】さくらんぼとふれあいの夕べ
【南部選抜土佐犬闘技大会】
【さくらんぼ狩り川柳大会】

６６６月月月27日27日27日土 ９時30分／名川チェリリン村芝生広場土 ９時30分／名川チェリリン村芝生広場土 ９時30分／名川チェリリン村芝生広場
６６６月28日日10時／農業観光案内所駐車場月28日日10時／農業観光案内所駐車場月28日日10時／農業観光案内所駐車場
７月１日水11７月１日水11７月１日水11
７７７月２日木13月２日木13月２日木13
７７７月３日金18月３日金18月３日金18
７７７月５日月５日月５日日 ９時日 ９時日 ９時
７７７月５日日12月５日日12月５日日12

【さくらんぼ狩りグラウンドゴルフ大会】

【さくらんぼ種飛ばし大会】 
【さくらんぼ品評会】
【さくらんぼ狩りセレモニー】
【さくらんぼとふれあいの夕べ】
【南部選抜土佐犬闘技大会】
【さくらんぼ狩り川柳大会】
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旬の南部町を召し上がれ。

名川さくらんぼ狩り
旬の南部町を召し上がれ。旬の南部町を召し上がれ。

名川さくらんぼ狩り名川さくらんぼ狩り名川さくらんぼ狩り


